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岩

坪

健

本
稿
は
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
の
夕
霧
（『
源
氏
物
語
』
第
三
九
帖
）
か
ら
椎
本
（
第
四
六
帖
）
ま
で
を
掲
載
す
る
。
各
帖
の
担
当

者
（
芦
野
陽
子
、
小
林
芙
美
、
浦
野
洋
紀
、
高
山
卓
）
は
、
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
あ
る
。
凡
例
な
ど
は
前
稿
と
同
じ
で
あ
る

の
で
省
略
す
る
。

ユ
ウ
キ
リ

三
十
九

夕
霧

コ
ヽ
ロ

オ
チ
ハ

ミ
ヤ

ヲ
ン
ウ
タ

ミ
ヤ

ヲ

ノ

「
１ヤマ山

か
つ
の
ま
か
き
を
こ
め
て
た
つ
き
り
も
心
そ
ら
な
る
人
は
と
ゝ
め
す
」
と
は
、
落
葉
の
宮
の
御
歌
な
り
。

２ハヽ母
宮
も
の
ゝ
け
に
て
小
野

キ
リ

タ
イ
シ
ャ
ウ

マ
イ

ヒ
ト
ヨ
ト
ヽ
マ

コ
ト

ミ
ヤ

シ
タ
コ
ヽ
ロ

ウ
タ

に
か
へ
り
給
ふ
に
、

３ユウ夕
霧
の
大
将
た
つ
ね
参
ら
せ
ら
れ
、
一
夜
留
り
給
ひ
た
る
事
あ
り
。

４オ
チ
ハ

落
葉
の
宮
の
下
心
あ
り
て
、
よ
み
給
ひ
し
歌

ナ
リ

５

キ
リ

ナ

也
。
ゆ
ふ
霧
の
巻
と
は
、
こ
れ
よ
り
名
つ
け
た
る
な
り
け
り
。

サ
ト

ユ
フ
キ
リ

イ
デ

コ
ヽ
チ

６ヤマ山
里
の
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
夕
霧
に
た
ち
出
ぬ
方
も
な
き
心
地
し
て

ユ
ウ
キ
リ

夕
霧

イ
ハ
ク

コ
ノ
カ
タ

オ
ホ
ハ

ヨ
コ

ソ
ノ
シ
タ

イ
ト

ツ
カ

ト
キ

フ
ユ

７ゴ
テ
ン

御
伝
ニ

曰
、
此
形
、
大
葉
を
横
に
つ
か
ひ
其
下
に
糸
す
ゝ
き
遣
ふ
也
。

８スヽ
キ
ナ
キ

芒
無
時
は
、
つ
か
は
ず
と
も
よ
し
。
冬
か
れ
の
か
や
に
て
す
へ

シ
セ
ツ

ハ
ナ

イ
ク

イ
ト
ス
ヽ
キ
キ
リ

コ
ヽ
ロ

し
。

９ハナ花
は
時
節
の
花
、
活
へ
し
。
オ
ホ
ハ

大
葉
、
糸
芒
ハ

霧
の
心
に
と
る
也
。
こ
ろ
は
秋
と
心
得
へ
し
。
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イ
ワ
ク

キ
リ

オ
モ
カ
ケ

ウ
ツ

マ
キ
タ
イ
イ
チ

ユ
ウ
キ
リ

ア
タ

グ
ア
ン

愚
按
曰
、
霧
を
俤
に
移
す
は
槙
第
一
也
。
〽
村
雨
の
露
も
ま
た
ひ
ぬ
槙
の
葉
に
霧
立
の
ほ
る
秋
の
夕
く
れ

此
歌
、
夕
霧
に
当
れ
り
。

ヒ
テ
ン

カ
レ
ヤ
ナ
キ

シ
フ
ン

ハ
ナ

イ
ク

秘
伝
な
り
。
マ
タ又
、
枯
柳
に
時
分
の
花
を
活
る
。
柳
を
瀧
と
み
る
。

「
瀧
の
音
」
と
い
ふ
詞
。 モ

ミ
チ

黄
葉
。「
落
葉
」
と
い
ふ
詞
。
外

木
に
て
も
紅
葉
の
如
し
。
秋
草
、
数
々
活
る
も
よ
し
。「
秋
深
き
野
山
」と
い
ふ
詞
。

三
十
九

夕
霧

夕
ぎ
り
の
大
将
。
大
葉
、
糸
芒
、
槙
、
時
節
ノ
花
。

【
訳
】「
卑
し
い
私
の
家
の
垣
根
に
立
ち
こ
め
る
霧
も
、
上
の
空
な
人
を
留
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」
と
は
、
落
葉
の
宮
の
歌
で
あ
る
。

（
落
葉
の
宮
の
）
母
宮
が
物
の
怪
に
患
い
、
小
野
へ
お
帰
り
な
さ
る
と
こ
ろ
に
、
夕
霧
の
大
将
が
参
上
な
さ
り
、
一
晩
お
泊
ま
り
な
さ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
落
葉
の
宮
に
下
心
が
あ
り
、
お
詠
み
に
な
っ
た
歌
で
あ
る
。
夕
霧
の
巻
と
は
、
こ
の
歌
か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。

山
里
の
し
み
じ
み
と
し
た
趣
に
寄
り
添
う
夕
霧
に
、
出
て
行
く
方
向
も
な
い
気
持
ち
が
し
て
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
大
葉
を
横
に
使
い
、
そ
の
下
に
糸
薄
を
使
う
の
で
あ
る
。
薄
が
無
い
時
は
、
使
わ
な
く
て
も
よ
い
。
冬
枯

れ
の
萱
で
代
用
す
る
の
が
よ
い
。
花
は
季
節
の
花
を
活
け
る
の
が
よ
い
。
大
葉
と
糸
薄
は
霧
の
風
情
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
季
節
は
秋

と
心
得
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
霧
を
連
想
す
る
の
は
槙
が
第
一
で
あ
る
。「
に
わ
か
雨
の
露
も
ま
だ
乾
か
な
い
槙
の
葉
に
、
霧
が
立
ち
上
る
秋
の
夕

暮
れ
よ
」。
こ
の
歌
は
、
夕
霧
に
相
当
す
る
。
秘
伝
で
あ
る
。
ま
た
、
枯
れ
た
柳
に
時
節
の
花
を
活
け
る
。
柳
を
瀧
に
見
立
て
る
。「
瀧

の
音
」
と
い
う
言
葉
。
黄
葉
。「
落
葉
」
と
い
う
言
葉
。
他
の
木
で
も
紅
葉
の
よ
う
で
あ
る
。
秋
草
を
た
く
さ
ん
活
け
る
の
も
よ
い
。

「
秋
の
深
ま
っ
た
野
山
」
と
い
う
言
葉
。

【
注
】
１
「『
山
か
つ
の
ま
が
き
を
こ
め
て
た
つ
き
り
も
こ
ゝ
ろ
そ
ら
成
人
は
と
ゝ
め
す
』
と
は
、
お
ち
葉
の
宮
の
御
歌
に
て
候
」（『
龍

野
』）。
夕
霧
の
和
歌
（
注
６
の
歌
）
に
対
し
て
落
葉
の
宮
が
返
し
た
歌
。「
山
が
つ
」（
木
こ
り
と
い
う
意
味
）
は
小
野
の
山
荘
に
移
り
住

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
六
）
３９
夕
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〜
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ん
だ
落
葉
の
宮
の
謙
称
で
、「
心
そ
ら
な
る
人
」（
誠
意
の
な
い
人
）
で
あ
る
夕
霧
を
落
葉
の
宮
は
拒
絶
し
て
い
る
。

２
「
母
宮
、
も

は
ゝ
み
や

て

う

わ

の
ゝ
け
に
て
小
野
へ
う
つ
り
給
ふ
に
」（『
龍
野
』）。「
母
宮
す
所
、
一
条
の
宮
に
て
和
こ
ん
ひ
き
し
人
、
も
の
ゝ
け
に
わ
つ
ら
ひ
給
ひ
て
、

（
マ
マ
）

い
た
く
山
さ
と
に
、
か
や
う
の
お
り
の
用
に
や
、
こ
し
ら
へ
給
へ
る
所
へ
、
う
つ
ろ
は
せ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。「
母
宮
」
は
一
条
御
息
所

い
の
り

は
ら

す

で
、
朱
雀
院
の
更
衣
で
あ
っ
た
。
小
野
へ
移
っ
た
理
由
と
し
て
物
語
本
文
に
は
、「
早
う
よ
り
御
祈
祷
の
師
に
て
、
物
の
怪
な
ど
払
ひ
棄

り

し

や
ま
ご
も

ふ
も
と

さ
う

て
け
る
律
師
、
山
籠
り
し
て
里
に
出
で
じ
と
誓
ひ
た
る
を
、
麓
近
く
て
、
請
じ
お
ろ
し
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
」（
三
九
六
頁
）
と
あ
る
。

３

「
夕
霧
の
大
将
、
た
つ
ね
ま
い
ら
せ
ら
れ
、
一
夜
と
ま
り
給
ひ
た
る
事
、
有
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。「
大
将
（
中
略
）、
宮
の
御
か
た

（
に
カ
）

の
み
す
の
ま
へ
の
す
の
こ
に
お
は
し
て
、（
中
略
）
其
夜
は
と
ま
り
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。

４
「
お
ち
は
の
宮
の
下
心
あ
り
て
、
よ
み
た

ま
ひ
し
歌
に
て
候
」（『
龍
野
』）。「
大
将
の
小
野
の
か
よ
い
ち
は
、
此
一
条
の
お
ち
は
の
宮
に
、
ふ
か
く
心
を
か
け
給
ふ
程
に
」（『
小

鏡
』）。

５
「
夕
霧
と
は
此
事
に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）。

６
夕
霧
が
詠
ん
だ
巻
名
歌
。
四
句
め
に
異
同
が
あ
り
、『
小
鏡
』

ん

そ

ら

（
薄
）

は
「
た
ち
出
ん
そ
ら
も
」、『
龍
野
』
は
「
立
出
ぬ
か
ゝ
に
も
」。

７
「
此
か
た
、
大
葉
を
横
へ
遣
ひ
、
そ
の
下
へ
糸
す
ゝ
き
つ
か
ふ
」

（『
龍
野
』）。『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』
に
よ
る
と
、
大
葉
は
「
立
華
の
道
具
の
一
つ
で
、
正
真
の
下
か
ら
胴
作
に
か
け
て
も
ち
い
ら
れ

る
大
き
な
葉
」
で
、「
通
常
は
三
枚
ま
た
は
五
枚
と
い
う
奇
数
で
（
中
略
）
も
ち
い
る
」。
ま
た
、「
花
材
は
枇
杷
の
葉
が
一
般
的
だ
が
、

柏
、
朴
な
ど
の
葉
も
も
ち
い
ら
れ
る
」。
薄
は
「
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
い
け
ば
な
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
あ
し
ら
い
の
花
材
」
で
、

「
美
し
く
な
び
く
葉
の
姿
が
こ
の
ま
れ
」
る
。
糸
薄
は
「
葉
幅
が
狭
い
」（『
い
け
ば
な
花
材
総
事
典
』、
一
九
七
九
年
九
月
、
講
談
社
）。

（
萱
）

８
「
す
ゝ
き
な
き
時
は
、
冬
か
れ
の
か
や
に
て
す
へ
し
」（『
龍
野
』）。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
萱
は
「
屋
根
を
葺
く
の
に
用

い
る
イ
ネ
科
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
大
形
草
本
の
総
称
」
で
、「
主
と
し
て
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
ス
ゲ
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
」。

９
「
花

は
、
時
節
の
花
、
生
べ
し
」（『
龍
野
』）。

「
大
葉
、
す
ゝ
き
、
霧
の
心
に
と
る
な
り
」（『
龍
野
』）。
大
葉
の
葉
の
大
き
さ
で
霧
の
広

― ３９ ―
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が
り
、
糸
薄
の
狭
い
葉
幅
で
霧
の
濃
さ
に
見
立
て
る
。

槙
は
『
い
け
ば
な
花
材
総
事
典
』
に
よ
る
と
、「
出
生
の
美
し
さ
は
細
長
い

ふ
ぜ
い

線
状
の
葉
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
で
あ
」
り
、「
老
木
で
自
然
の
風
情
あ
る
枝
振
り
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
好
ま
し
い
」。

『
百
人

一
首
』
八
七
、
寂
蓮
法
師
。
こ
の
歌
に
よ
り
槙
を
霧
に
な
ぞ
ら
え
る
。

柳
は
「
伝
統
的
な
花
材
の
な
か
で
古
く
か
ら
つ
か
わ
れ
」

イ
ト
ヤ
ナ
ギ
イ
ト
サ
ク
ラ

（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
て
い
る
。「
た
き
の
を
と
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。「
柳
、
糸
桜
瀧
の
音
と
い
ふ
詞
に

よ
り
て
瀧
と
み
る

」（
５
若
紫
の
巻
、
注

（
マ
マ
）

１９
）。

黄
葉
は
、「「
か
え
で
」
と
「
も
み
じ
」
の
名
称
は
ど
ち
ら
も
同
じ
も
を
指
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
」（『
い
け
ば
な
花
材
総
事

典
』）。『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』
で
も
、「「
モ
ミ
ジ
」
と
よ
ば
れ
る
園
芸
品
種
の
大
部
分
は
本
種
（
稿
者
注：

イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
）
の
変

異
品
」
と
す
る
。
ま
た
同
書
で
は
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
が
「
こ
と
に
色
彩
が
美
し
い
」
と
記
す
。「
お
ち
は
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。

を

の

「
秋
ふ
か
き
野
山
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。「
秋
ふ
か
き
小
野
の
山
の
け
し
き
」（『
小
鏡
』）。
秋
草
を
数
多
く
活
け
る
こ
と
で
、
秋
の
盛
り

の
小
野
を
演
出
し
て
い
る
。

（
芦
野
陽
子
）

ミ
ノ
リ

四
十

御
法

コ
ロ

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

タ
イ
シ

ヲ
ン

ソ
ウ
ア
マ
タ

セ
ン
ブ

ホ
ク
エ
キ
ヤ
ウ

タ
イ
ハ
ウ
エ

１ケ
ン
シ

源
氏
五
十
二
歳
の
頃
、
紫
の
上
な
や
み
大
事
に
て
、
御
い
の
り
の
僧
数
多
、
千
部
の
法
華
経
く
や
う
い
か
め
し
く
、
大
法
会
あ
り
て
、
い

タ
フ
ト

ハ
ウ
エ

ナ
リ

３

ハ
ウ
エ

カ
ヘ

ハ
ナ

サ
ト

と
貴
し
。

２ホ
ケ
キ
ヤ
ウ

法
華
経
の
法
会
は
、
三
月
十
四
日
也
。
そ
の
法
会
は
て
ゝ
、
お
の
�
�
帰
り
給
ひ
な
ん
と
す
る
に
、
花
ち
る
里
の
御
方
に
、

４

ミ
ノ
リ

タ
ノ

ナ
カ

チ
キ
リ

た
へ
ぬ
へ
き
法
な
か
ら
ぞ
頼
ま
る
ゝ
よ
ゝ
に
と
む
す
ふ
中
の
契
を

花
ち
る
里
、

ノ
コ
リ

ナ
リ

５ムス
ビ
結
を
く
ち
き
り
は
た
へ
し
大
か
た
の
残
す
く
な
き
み
の
り
成
と
も

ミ
ノ
リ

御
法 『

源
氏
流
極
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イ
ワ
ク

ワ
カ
マ
ツ

コ
キ
ク

ト
メ

マ
タ

ミ
キ

タ
ケ

シ
タ
ツ

コ
ト

シ
ル

８

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

タ
イ
シ

６コ
テ
ン

御
伝
ニ

曰
、
若
松
に
老
母
草
、
小
菊
、
留
。
又
、
幹
、
竹
に
て
も
仕
立
る
也
。

７ヤ
ヨ
ヒ

弥
生
十
四
日
の
事
と
知
へ
し
。
是
は
紫
の
上
な
や
み
大
事

セ
ン
ブ

ホ
ケ
キ
ヤ
ウ

ダ
イ
ハ
ウ
エ

コ
ヽ
ロ
ウ

に
て
、
千
部
の
法
華
経
い
か
め
し
く
大
法
会
あ
り
と
心
得
へ
し
。

イ
ワ
ク

コ
レ

レ
ン

イ
ク

ハ
ヤ
サ
キ

（
マ
マ
）

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

９ク
ア
ン

愚
按
ニ

曰
、
是
は
蓮
を
活
る
事
、
第
一
也
。
又
、
早
咲
の
か
き
つ
ば
だ
も
よ
し
。
う
つ
む
き
た
る
さ
ま
、
よ
し
。
紫
の
上
、
御
な
や
み

ス
カ
タ

シ
ウ
キ

モ
チ

カ
ウ
ハ
イ

サ
ク
ラ

カ
タ
ミ

ナ
ラ
ヒ

の
姿
に
と
る
也
。
タ
ヽ但
し
祝
義
に
用
ふ
へ
か
ら
す
。
マ
タ又
、
紅
梅
、
桜
を
形
身
に
な
し
給
ふ
こ
と
あ
り
。
ニ
シ
ユ
イ
ク

二
種
活
る
も
習
あ
り
。

四
十

御
法
（
読
経
）
玉
か
づ
ら
。
若
松
、
万
年
青
、
小
菊
、
蓮
、
杜
若
、
竹
、
紅
梅
、
桜
。

【
訳
】
光
源
氏
が
五
十
二
歳
の
頃
、
紫
の
上
の
病
気
が
重
い
の
で
、
ご
祈
祷
の
僧
が
大
勢
で
、
千
部
の
法
華
経
供
養
を
盛
大
に
行
な
う
大

法
会
が
あ
っ
て
、
た
い
そ
う
す
ば
ら
し
い
。
法
華
経
の
法
会
は
、
三
月
十
四
日
で
あ
る
。
そ
の
法
会
が
終
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
帰
り
に

な
ろ
う
と
す
る
時
に
、（
紫
の
上
が
）
花
散
里
の
御
方
に
、

も
う
す
ぐ
息
絶
え
て
し
ま
う
我
が
身
が
催
す
法
会
も
、
途
絶
え
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
頼
み
に
思
わ
れ
ま
す
。
三
世

に
わ
た
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
あ
な
た
と
の
ご
縁
を
。

花
散
里
は
、

（
こ
の
法
会
で
）
結
ん
だ
縁
は
絶
え
な
い
で
し
ょ
う
。
誰
に
と
っ
て
も
残
り
少
な
い
身
で
催
す
法
会
が
、
あ
と
残
り
少
な
く
な
っ
て

も
（
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
の
で
）。

師
伝
に
よ
る
と
、
若
松
（
を
中
心
）
に
、
老
母
草
と
小
菊
を
花
留
め
に
す
る
。
ま
た
、
中
心
は
（
若
松
が
無
け
れ
ば
）
竹
で
も
仕
立
て
る

の
で
あ
る
。
三
月
十
四
日
の
事
と
理
解
し
な
さ
い
。
こ
れ
は
、
紫
の
上
の
病
気
が
重
く
な
っ
た
の
で
、
千
部
の
法
華
経
供
養
を
盛
大
に
行

な
う
大
法
会
が
あ
る
と
理
解
し
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
蓮
を
活
け
る
の
が
第
一
で
あ
る
。
ま
た
、
早
咲
き
の
杜
若
も
よ
い
。
う
つ
む
い
て
い
る
状
態
が
よ
い
。
紫
の
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上
が
ご
病
気
の
姿
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
祝
儀
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
紅
梅
、
桜
を
形
見
に
な
さ
る
こ

と
が
あ
る
。
二
種
類
を
活
け
る
こ
と
も
決
ま
り
が
あ
る
。

（
法
華
経
）

（
供
養
）

【
注
】
１
「
此
巻
、
み
の
り
と
云
事
。
む
ら
さ
き
の
上
、
な
や
み
大
事
に
て
、
年
こ
ろ
千
部
の
ほ
け
き
や
う
の
く
や
う
、
い
か
め
し
き
大

（
法
会
）

（
尊
し
）

ほ
う
ゑ
あ
り
。（
中
略
）
い
と
た
つ
と
し
」（『
小
鏡
』）。「
源
氏
、
五
十
二
才
の
頃
、
紫
の
上
、
御
心
れ
い
な
ら
す
、
御
い
の
り
と
て
、
数

（
読
誦
）

多
の
僧
、
千
部
の
法
華
経
を
と
く
し
ゆ
し
た
る
事
あ
り
ま
い
ら
せ
候
に
よ
り
」（『
龍
野
』）。
旧
年
立
、
新
年
立
と
も
に
光
源
氏
の
年
齢
を

五
十
一
才
と
す
る
（
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典

下
巻
』
一
九
六
〇
年
六
月
、
東
京
堂
出
版
）
が
、『
龍
野
』
は
次
の
幻
の
巻
も
五

（
法
事
）

十
二
歳
。

２
「
ほ
け
き
や
う
の
ほ
う
ゑ
は
、
や
よ
ひ
十
四
日
也
」（『
小
鏡
』）。

３
「
御
ほ
う
じ
は
て
ゝ
、
を
の
�
�
帰
り
給
ひ
な
ん

と
す
る
に
、
花
ち
る
さ
と
の
御
か
た
へ
」（『
小
鏡
』）。

４
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
は
同
文
。『
龍
野
』
は
二
句
め
が
「
み
の
り
な
か
ら

み
の
り

み

も
」。「
御
法
」
の
「
御
」
に
「
身
」
を
掛
け
、
御
法
も
身
も
「
た
へ
ぬ
」（
絶
え
て
し
ま
う
）
と
詠
む
。

５
『
小
鏡
』
所
収
の
和
歌
本

文
も
同
じ
。「
大
か
た
の
」（
世
間
一
般
の
）
法
会
に
対
し
て
、
紫
の
上
主
催
の
も
の
は
格
別
で
あ
っ
た
と
讃
え
る
花
散
里
の
返
歌
。
掛
詞

（
菊
）

は
注
４
と
同
じ
。

６
「
此
か
た
、
若
ま
つ
に
老
母
草
、
小
き
く
留
メ
、
身
木
、
竹
に
て
モ
仕
立
る
也
」（『
龍
野
』）。
老
母
草
は
「
植
物

「
万
年
青
（
お
も
と
）」
の
異
名
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
で
、
赤
い
実
が
な
る
。『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』
に
よ
る
と
、
万
年
青
の
葉

組
み
（
葉
物
で
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
形
を
作
る
こ
と
）
の
特
徴
は
実
の
挿
し
方
で
、
新
葉
と
古
葉
の
間
に
挿
し
て
使
う
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。「
留
」
は
生
け
花
を
活
け
る
際
、
花
が
な
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
技
法
（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

７
注
２
を
参

照
。

８
注
１
を
参
照
。

９
蓮
は
『
い
け
ば
な
花
材
総
事
典
』
に
よ
る
と
、「
蓮
は
特
に
深
い
仏
縁
が
あ
る
た
め
に
、
過
去
、
現
在
、

未
来
の
三
世
の
表
現
が
な
さ
れ
る
」
も
の
。
次
の
幻
の
巻
、
参
照
。

か
き
つ
ば
た
は
、
五
、
六
月
ご
ろ
濃
紫
色
の
花
を
二
、
三
個
咲

か
せ
る
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
こ
こ
で
は
紫
の
上
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
３２
梅
枝
の
巻
、
注
１１
参
照
。

花
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が
垂
れ
て
い
る
様
子
は
、
病
に
臥
せ
っ
て
い
る
紫
の
上
に
見
立
て
る
。
な
お
紫
の
上
が
初
登
場
す
る
５
若
紫
の
巻
で
も
、
泣
き
べ
そ
を
か

い
て
い
る
様
子
を
、
う
つ
む
い
て
い
る
花
で
表
現
し
て
い
る
。

「
祝
義
」
は
「
祝
い
の
儀
式
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
紫
の
上
の

（
対
）

病
気
が
重
く
な
り
、
法
会
を
催
す
場
面
で
あ
る
の
で
、
祝
い
事
に
は
用
い
な
い
。

「「
我
は
か
な
く
成
た
ら
ん
時
は
、
此
た
い
に
す

み
給
ひ
て
、
此
紅
梅
と
桜
と
は
、
か
た
み
に
取
を
き
見
給
へ
」
と
の
給
へ
ば
」（『
小
鏡
』）。
紫
の
上
が
匂
宮
に
二
条
院
を
譲
り
、
遺
言
す

る
場
面
。『
源
氏
物
語
』
に
は
、「「
大
人
に
な
り
た
ま
ひ
な
ば
、
こ
こ
に
住
み
た
ま
ひ
て
、
こ
の
対
の
前
な
る
紅
梅
と
桜
と
は
、
花
の
を

り
を
り
に
心
と
ど
め
て
も
て
遊
び
た
ま
へ
。
さ
る
べ
か
ら
む
を
り
は
、
仏
に
も
奉
り
た
ま
へ
」
と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
」（
五
〇
三
頁
）
と

あ
る
。

二
種
活
け
は
、
種
類
の
異
な
る
花
材
を
二
種
類
用
い
て
い
け
る
活
け
方
を
い
う
（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。（

小
林
芙
美
）

四
十
一

幻

ナ
カ

ロ
ウ
シ
ヤ
ウ
フ
シ
ヤ
ウ

ム
ラ
サ
キ

ウ
エ

ト
ヲ

コ
ノ
ヨ

ヒ
カ

キ
ミ

ヲ
ン
ナ
ケ
キ

１ヨ世
の
中
は
老
少
不
定
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
紫
の
上
、
遠
く
此
世
を
さ
り
給
ひ
け
れ
ば
、
光
る
君
の
御
歎
、
大
か
た
な
ら
す
。

２ユメ夢
に
み
つ
、

オ
モ

モ
ノ
カ
タ
リ
ナ
リ

ヨ

コ
ヽ
ロ

ツ
イ

ヲ
ン
モ
ノ

ツ
モ

ケ
ン
シ
ノ
キ
ミ

う
つ
ゝ
と
な
く
、
思
ひ
や
み
給
ふ
物
語
也
。

３マホ
ロ
シ

幻
の
世
と
い
ふ
心
に
て
、
終
に
御
物
お
も
ひ
積
り
て
源
氏
君
、
五
十
二
歳
を
か
ぎ
り
と
し

ク
モ

マ
キ

て
雲
か
く
れ
給
ふ
。
御
い
た
は
し
き
事
を
、
か
き
つ
ら
ね
た
る
巻
な
り
。

ソ
ラ

マ
ホ
ロ
シ
ユ
メ

タ
マ

ユ
ク
エ

４オホ大
空
を
か
よ
ふ
幻
夢
に
だ
に
見
へ
こ
ぬ
玉
の
行
衛
た
つ
ね
よ

幻イ
ワ
ク

コ
ノ
カ
タ

ム
シ
ヤ
ウ

ハ
ナ
ナ
リ

レ
ン

ケ

シ

ト
カ
ク

イ
ク

ホ
カ

イ
ク

ト
テ

イ
ク

ナ
リ

ツ
ネ

イ
ク

５コ
テ
ン

御
伝
ニ

曰
、
此
形
、
無
常
の
花
也
。
蓮
か
芥
子
か
、
兎
角
も
ろ
き
花
を
生
る
也
。

６ソノ其
外
、
生
る
迚
も
物
さ
ひ
し
く
生
る
也
。

７ユヘ故
に
常
に
活

カ
ル

ア
サ

ハ
ナ

ヨ
ロ
コ
フ
ヒ
ト

カ
ル
キ

コ
ヽ
ロ
ヘ
タ
カ
ヒ
ア
リ

オ
ホ

ム
シ
ヤ
ウ

ハ
ナ

ナ
リ
ヤ
ス

コ
ヽ
ロ
ウ

る
に
、
軽
く
浅
は
か
な
る
花
も
悦
人
あ
れ
ど
も
、
軽
き
も
心
得
違
有
て
、
多
く
は
無
常
の
花
に
成
易
し
と
心
得
へ
し
。

イ
ワ
ク

カ
ウ
バ
イ

ウ
ク
ヒ
ス

ナ
キ

カ
ウ
ハ
イ

イ
ク

コ
ノ
ナ
ラ
ヒ

フ
チ

ヤ
マ
フ
キ

ミ
ナ
コ
ト
ハ

８ク
ア
ン

愚
按
ニ

曰
、
か
た
み
の
紅
梅
に
鶯
の
鳴
け
る
事
あ
り
。
紅
梅
を
活
る
は
此
習
也
。

９サク
ラ
桜
よ
し
。
藤
、
山
吹
も
よ
し
。
皆
詞
に
よ
れ
り
。
マ
タ又
、
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タ
ケ

イ
ク

ホ
ト
ヽ
キ
ス

ハ
ナ

ミ
ナ
マ
キ

ケ
イ
フ
ツ

竹
を
活
る
。
郭
公
に
か
た
ど
る
。
ウ
ノ卯
花
も
よ
し
。
皆
巻
の
景
物
也
。

四
十
一

幻
（
吊
）
ひ
け
く
ろ
の
大
将
。
蓮
、
芥
子
、
紅
梅
、
桜
、
藤
、
山
吹
、
竹
。
過
去
、
現
在
、
未
来
ノ
活
方
。

【
訳
】
世
の
中
は
、
老
少
不
定
が
習
い
で
あ
る
か
ら
、
紫
の
上
が
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
わ
れ
る
と
、
光
源
氏
の
お
嘆
き
は
、
並
一
通
り

で
は
な
い
。
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
、
正
気
で
は
な
い
様
子
で
、（
光
源
氏
が
）
思
い
悩
ま
れ
る
物
語
で
あ
る
。
幻
の
よ
う
に
は
か
な
い

こ
の
世
と
い
う
趣
で
、
と
う
と
う
物
思
い
が
積
も
っ
て
、
光
源
氏
が
五
十
二
歳
を
最
後
に
お
亡
く
な
り
に
な
る
。
お
い
た
わ
し
い
事
を
書

き
連
ね
た
巻
で
あ
る
。

大
空
を
行
き
交
う
幻
術
師
よ
、
夢
の
中
で
さ
え
姿
が
見
え
な
い
（
紫
の
上
の
）
魂
の
行
方
を
探
し
求
め
て
く
れ
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
無
常
の
花
で
あ
る
。
蓮
か
芥
子
か
、
と
に
か
く
、
は
か
な
い
花
を
活
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
を
活
け
る

と
し
て
も
、
物
さ
び
し
く
活
け
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
普
段
活
け
る
際
に
、
軽
く
奥
深
く
な
い
花
も
喜
ぶ
人
が
い
る
け
れ
ど
も
、
軽
い
と

い
う
こ
と
に
も
思
い
違
い
が
あ
っ
て
、
多
く
は
無
常
の
花
に
な
り
や
す
い
と
心
得
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
形
見
の
紅
梅
に
、
鶯
が
鳴
い
て
い
た
事
が
（
当
巻
に
）
あ
る
。
紅
梅
を
活
け
る
の
は
、
こ
れ
に
習
っ
た
も
の
で
あ

る
。
桜
が
よ
い
。
藤
、
山
吹
も
よ
い
。
す
べ
て
（
当
巻
の
）
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
を
活
け
る
。（
竹
は
）
ほ
と
と
ぎ
す
に

な
ぞ
ら
え
る
。
卯
の
花
も
よ
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
（
幻
の
）
巻
の
景
物
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
世
の
中
は
老
少
不
定
の
な
ら
ひ
、
紫
の
上
、
浮
世
を
遠
く
さ
り
給
ひ
候
へ
は
、
光
る
君
の
御
な
け
き
、
大
か
た
な
ら
す
」

（『
龍
野
』）。
老
少
不
定
と
は
、「
仏
語
。
人
間
の
寿
命
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
老
人
が
早
く
死
に
、
若
者
が
遅
く
死
ぬ
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
こ
と
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
こ
こ
で
は
光
源
氏
が
年
下
の
紫
の
上
に
先
立
た
れ
た
こ
と
を
指
す
。
二
人
の
年
齢
に
つ
い
て
は

（
見
ず
カ
）

注
３
を
参
照
。

２
「
ゆ
め
に
み
つ
、
う
つ
ゝ
と
な
く
、
お
も
ひ
や
み
給
ふ
物
語
に
候
へ
は
、
ま
ほ
ろ
し
の
巻
と
申
に
て
候
」（『
龍
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つ
イ

（
積
り
）

か
キ

野
』）。

３
「
終
に
は
、
御
も
の
お
も
ひ
つ
も
り
て
、
五
十
二
才
を
か
き
り
、
く
も
か
く
れ
給
ふ
。
御
い
た
わ
し
き
事
の
み
を
書
た
る
段

に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）。『
龍
野
』
は
前
巻
（
４０
御
法
の
巻
）
も
「
源
氏
、
五
十
二
才
の
頃
」
で
、
年
齢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

一
方
『
小
鏡
』
は
５
若
紫
の
巻
に
、「
け
ん
し
五
十
三
、
む
ら
さ
き
の
う
へ
四
十
五
に
て
、
か
く
れ
給
ふ
」
と
あ
り
、『
龍
野
』
と
は
没
年

齢
が
一
歳
違
う
。
な
お
『
源
氏
物
語
』
幻
の
巻
に
光
源
氏
死
亡
の
記
述
は
な
く
、
物
語
で
は
い
つ
亡
く
な
っ
た
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
ち

く
も
か
く
れ

ま
き

（
触
ら
さ
）

と
う
せ
ん

ひ
か
る
け
ん
し

な
み
に
巻
名
の
み
伝
わ
る
雲
隠
の
巻
が
あ
る
。「
二
十
六
、
雲
隠

此
巻
、
よ
に
ふ
ら
さ
す
、
大
か
た
同
前
の
こ
と
葉
な
り
。
光
源
氏
と

く
も

申
せ
は
、
雲
か
く
れ
の
よ
き
た
よ
り
な
り
」（『
小
鏡
』）。

４
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
も
『
龍
野
』
も
同
文
。
光
源
氏
が
亡
き
紫
の
上
を
想

っ
て
詠
ん
だ
歌
で
、
父
桐
壺
帝
が
亡
き
桐
壺
の
更
衣
を
偲
ん
だ
歌
「
た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と

（
芥
子
）

知
る
べ
く
」（
三
五
頁
）
と
共
通
す
る
言
葉
が
あ
り
首
尾
呼
応
し
て
い
る
。

５
「
此
か
た
、
無
常
の
花
也
。
蓮
か
、
け
し
か
、
兎
角
も

ろ
き
花
を
生
る
也
」（『
龍
野
』）。

６
「
其
外
、
生
る
と
て
も
、
物
さ
ひ
し
く
生
る
な
り
」（『
龍
野
』）。

７
「
故
に
、
常
に
生
る
に
、

軽
く
あ
さ
は
か
な
る
花
を
悦
ふ
人
、
有
之
共
、
軽
き
も
心
得
ち
が
へ
あ
り
て
、
多
く
は
無
常
花
に
成
り
易
も
の
な
り
」（『
龍
野
』）。

８

「（
紫
の
上
が
）
か
く
れ
給
ひ
て
又
の
と
し
の
春
の
ひ
か
り
を
見
給
ふ
に
も
、
春
に
心
を
し
め
給
ひ
し
事
を
、
お
ほ
し
め
し
出
て
、
あ
は
れ

な
る
に
、
三
の
宮
の
、
か
の
か
た
み
の
紅
梅
に
、
う
く
ひ
す
の
鳴
け
る
も
、「
し
ら
す
か
ほ
に
て
」
と
、
な
か
め
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。

「（
匂
宮
が
）「
母
の
の
た
ま
ひ
し
か
ば
」
と
て
、
対
の
御
前
の
紅
梅
と
り
わ
き
て
後
見
あ
り
き
た
ま
ふ
を
、（
光
源
氏
は
）
い
と
あ
は
れ
と

見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。（
中
略
）
か
の
御
形
見
の
紅
梅
に
鶯
の
は
な
や
か
に
鳴
き
出
で
た
れ
ば
、（
光
源
氏
は
）
立
ち
出
で
て
御
覧
ず
」

は
る

（
五
二
八
頁
）。

９
「
大
か
た
の
春
に
、
ほ
の
め
か
さ
れ
て
に
や
、
梅
の
花
さ
き
み
た
れ
て
、
ち
る
さ
く
ら
あ
れ
は
、
さ
く
さ
く
ら
あ
り

あ
さ

ふ
ち

さ
き

と
、
山
見
わ
た
さ
れ
て
、
い
か
ゝ
あ
は
れ
の
浅
か
ら
ん
。
藤
山
ふ
き
な
と
の
、
心
ち
よ
け
に
咲
み
た
れ
た
る
も
、
う
ち
つ
け
に
、
露
け
く

の
み
な
れ
給
ふ
（
中
略
）
ま
ほ
ろ
し
の
春
は
、
か
た
み
の
紅
梅
、
桜
な
と
云
事
あ
る
へ
し
」（『
小
鏡
』）。「
春
深
く
な
り
ゆ
く
ま
ま
に
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（
中
略
）
山
吹
な
ど
の
心
地
よ
げ
に
咲
き
乱
れ
た
る
も
、
う
ち
つ
け
に
露
け
く
の
み
見
な
さ
れ
た
ま
ふ
。（
中
略
）
八
重
咲
く
花
桜
盛
り
過

ぎ
て
、
樺
桜
は
開
け
、
藤
は
お
く
れ
て
色
づ
き
な
ど
こ
そ
は
す
め
る
を
」（
五
二
九
頁
）。「
対
の
前
の
山
吹
こ
そ
な
ほ
世
に
見
え
ぬ
花
の

さ
ま
な
れ
」（
五
三
一
頁
）。

ほ
と
と
ぎ
す
は
紫
の
上
を
し
の
ん
で
光
源
氏
が
詠
ん
だ
歌
「
な
き
人
を
し
の
ぶ
る
宵
の
む
ら
雨
に
濡
れ

て
や
来
つ
る
山
ほ
と
と
ぎ
す
」（
五
四
一
頁
）、
ま
た
同
様
に
夕
霧
が
詠
ん
だ
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
君
に
つ
て
な
ん
ふ
る
さ
と
の
花
橘
は
今
ぞ

さ
か
り
と
」（
五
四
二
頁
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
「
橘
の
花
を
散
ら
す
、
橘
を
宿
と
す
る
と
も
詠
ま
れ
」（『
歌
こ
と
ば
歌
枕

大
辞
典
』）
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
鴬
と
の
取
り
合
わ
せ
で
竹
と
詠
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
竹
林
の
中
に
あ
る
鶯
の
巣
に
、
ほ
と

と
ぎ
す
が
卵
を
産
み
付
け
る
か
ら
で
あ
る
。「
う
ぐ
ひ
す
の
ね
ぐ
ら
の
竹
を
し
め
お
き
て
親
の
あ
と
ふ
む
ほ
と
と
ぎ
す
か
な
」（
夫
木
和
歌

抄
・
巻
八
・
夏
二
・
竹
内
郭
公
・
二
七
三
一
・
大
納
言
経
信
卿
）。「
鶯
の
ふ
る
す
の
竹
の
時
鳥
夜
を
か
ぞ
へ
て
や
五
月
ま
つ
ら
む
」（
洞

院
摂
政
家
百
首
・
上
・
夏
・
三
〇
六
・
関
白
）。

「
夏
の
景
物
と
し
て
の
卯
の
花
と
ほ
と
と
ぎ
す
の
取
り
合
わ
せ
は
『
万
葉
集
』
で

す
で
に
用
例
が
多
数
見
え
る
」（『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』）。

「
吊
」
は
釣
り
生
け
で
、「
置
き
生
け
（
置
き
花
）、
掛
け
生
け
（
掛

け
花
）
と
と
も
に
、
飾
り
の
三
形
式
の
一
つ
を
な
す
い
け
ば
な
、
な
ら
び
に
い
け
方
の
総
称
。
古
く
室
町
時
代
に
釣
り
香
炉
や
唐
物
の
釣

り
小
物
入
れ
な
ど
に
想
を
え
て
発
案
さ
れ
た
飾
り
方
で
、
香
炉
形
、
皿
形
、
深
鉢
形
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
「
つ
り
花
瓶
」
が
も
ち
い

ら
れ
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。『
龍
野
』
の
図
で
は
深
鉢
形
と
推
測
さ
れ
る
。

「
ひ
げ
く
ろ
の
大
将
」（『
龍
野
』）。
幻
の

巻
に
は
登
場
し
な
い
。

「
ハ
ス
は
水
中
に
生
ず
る
も
の
だ
か
ら
、
他
の
草
木
と
は
立
て
混
ぜ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
、
立

華
で
は
一
色
物
と
し
て
さ
だ
め
ら
れ
、
水
物
花
材
を
取
り
合
わ
せ
た
草
の
一
色
物
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
他
の
草
木
と
取
り
合
わ
せ
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
と
あ
り
、『
龍
野
』
の
図
で
も
蓮
し
か
活
け
て
い
な
い
。
巻
の
景
物
を
取
り
合

わ
せ
た
活
け
方
は
、
蓮
を
用
い
な
い
場
合
で
あ
ろ
う
。

「
室
町
時
代
の
た
て
花
の
世
界
で
は
（
中
略
）
過
去
は
散
り
は
て
た
蓮
の
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花
、
蓮
の
実
に
破
れ
葉
を
添
え
、
現
在
の
さ
ま
は
花
の
盛
り
に
破
れ
の
な
い
葉
を
、
未
来
の
心
と
し
て
花
い
ま
だ
ひ
ら
か
ざ
る
つ
ぼ
み
に

巻
き
葉
を
立
て
添
え
る
も
の
と
し
て
三
世
の
伝
と
し
て
い
た
。
こ
の
伝
は
後
世
に
な
っ
て
も
三
世
の
伝
と
し
て
継
承
さ
れ
一
瓶
の
上
中
下

に
過
去
、
現
在
、
未
来
を
あ
ら
わ
し
て
い
け
る
伝
も
あ
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
幻
の
巻
で
は
、
光
源
氏
が
過
去
を
振
り
返
る

様
子
や
幼
い
匂
宮
の
様
子
が
印
象
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。「（
明
石
の
君
の
）
こ
な
た
に
て
は
、（
光
源
氏
は
）
の
ど

や
か
に
昔
物
語
な
ど
し
た
ま
ふ
」（
五
三
三
頁
）。「（
光
源
氏
は
）
い
に
し
へ
あ
や
し
か
り
し
日
蔭
の
を
り
、
さ
す
が
に
思
し
出
で
ら
る
べ

し
」（
五
四
五
頁
）。「
年
暮
れ
ぬ
と
思
す
も
心
細
き
に
、
若
宮
の
、「
儺
や
ら
は
ん
に
、
音
高
か
る
べ
き
こ
と
、
何
わ
ざ
を
せ
さ
せ
ん
」
と

走
り
歩
き
た
ま
ふ
も
、
を
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
を
見
ざ
ら
ん
こ
と
と
よ
ろ
づ
に
忍
び
が
た
し
」（
五
五
〇
頁
）。
ま
た
幻
の
巻
全
体
が
、
光

源
氏
の
出
家
に
至
る
一
年
間
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
色
の
強
い
巻
で
あ
る
こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

（
浦
野
洋
紀
）

ニ
ヲ
フ
ミ
ヤ

四
十
二

匂
宮

タ
イ
シ
ヤ
ウ

コ
ト
ナ
リ

２

ヒ
ヤ
ウ
ブ
キ
ヤ
ウ

ミ
ヤ

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

１ニホ
フ
ミ
ヤ

匂
宮
と
い
へ
る
は
、
か
を
る
大
将
の
事
也
。
又
、
に
ほ
ふ
兵
部
卿
と
も
い
ふ
。

３サン三
の
宮
と
申
て
、
紫
の
上
や
し
な
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、

ウ
メ

エ
ン

４

ケ
ン
シ

ヲ
ン
コ

マ
コ
ト

カ
シ
ハ
キ
エ
モ
ン

ニ
ヨ
サ
ン

ミ
ヤ

ナ
カ

ヲ
ン
コ

梅
さ
く
ら
ゆ
づ
り
給
し
か
は
、
匂
の
縁
あ
り
。
う
へ
は
源
氏
の
御
子
と
申
な
か
ら
、
誠
は
柏
木
衛
門
と
女
三
の
宮
と
の
中
の
御
子
也
、
と

マ
キ
ナ
リ

５

コ
ケ
ン
フ
ク

カ
キ

い
ふ
こ
と
を
し
る
さ
れ
た
る
巻
也
。
十
四
歳
に
て
御
元
服
あ
ら
せ
給
ひ
し
こ
と
よ
り
書
そ
め
た
る
也
け
り
。

６

タ
レ

お
ぼ
つ
か
な
誰
に
と
は
ま
し
い
か
に
し
て
は
し
め
も
は
て
も
し
ら
ぬ
我
身
そ

ニ
ホ
フ
ミ
ヤ

匂
宮

コ
デ
ン
イ
ワ
ク

カ
タ

ミ
キ

フ
タ
モ
ト
フ
タ
カ
ブ
ナ
リ

８

ジ
セ
ツ

ハ
ナ

ト
コ

ヒ
ダ
リ

カ
タ

マ
ツ
カ
ブ

ハ
ナ

シ
ン
ナ
リ

御
伝
ニ

曰
、

７コノ此
形
、
幹
松
二
本
二
株
也
。
あ
し
ら
ひ
、
時
節
の
花
、
床
の
左
の
方
の
松
株
ば
か
り
に
て
あ
し
ら
ひ
す
べ
し
。

９コノ此
花
は
真
也
。

フ
ク

シ
ウ
ギ
タ
イ
イ
チ

サ
カ
リ

ハ
ナ

ヤ
ウ
シ
ヤ

ハ
ン
カ
イ

コ
ヽ
ロ
ウ

ケ
ン元
服
の
祝
義
第
一
な
れ
ば
、
盛
の
花
は
用
捨
す
べ
し
。
半
開
よ
し
と
心
得
へ
し
。
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グ
ア
ン
イ
ワ
ク

サ
ク
ラ

ユ
ツ
リ

ハ
ナ

サ
ン

ミ
ヤ

マ

ウ
メ

ヲ
ン
ミ

ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ

愚
按
ニ

曰
、
ウ
メ梅
、
桜
、
譲
の
花
と
い
ふ
。
マ
タ又
、
三
の
宮
う
ら
や
み
給
ひ
て
、
ハ
ル春
は
真
か
き
の
梅
を
か
さ
し
御
身
に
ふ
れ
、
ナ
ツ夏
は
花
橘
を

カ

フ
チ
ハ
カ
マ

カ
ウ
キ
ク

�
�

ヒ
ヤ
ウ
フ
キ
ヤ
ウ

あ
つ
め
香
を
な
つ
か
し
み
、
ア
キ秋
は
か
れ
ゆ
く
藤
袴
、
紅
菊
ま
で
も
に
ほ
ひ
を
あ
つ
め
給
へ
ば
、
ヒ
ト人
々
に
ほ
ふ
兵
部
卿
と
ぞ
申
け
る
。
ミ
ナ皆

カ
ウ
フ
ツ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

香
物
を
活
る
習
と
す
。

四
十
二

匂
宮

匂
兵
部
卿
。
松
、
時
節
ノ
花
、
梅
、
桜
、
花
橘
、
藤
袴
、
紅
菊
。

【
訳
】
匂
宮
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
薫
大
将
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
匂
兵
部
卿
と
も
い
う
。
第
三
皇
子
と
申
し
上
げ
て
、
紫
の
上
が
養

育
し
て
さ
し
あ
げ
、
梅
や
桜
を
譲
り
な
さ
っ
た
の
で
、
匂
い
に
縁
が
あ
る
。
世
間
で
は
光
源
氏
の
ご
子
息
と
申
し
上
げ
な
が
ら
、
本
当
は

柏
木
衛
門
と
女
三
の
宮
と
の
間
の
ご
子
息
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
記
さ
れ
た
巻
で
あ
る
。
十
四
歳
で
御
元
服
な
さ
っ
た
こ
と
か
ら
書
き

始
め
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

気
が
か
り
で
あ
る
な
あ
。
誰
に
尋
ね
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
死
ん
で
い
く
の
か
も
分
か
ら
な
い
我
が

身
で
あ
る
よ
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
で
は
中
心
は
松
で
、
本
木
を
二
つ
、
株
を
二
つ
で
あ
る
。
あ
し
ら
い
は
季
節
の
花
で
、
床
の
間
の
左
側
と
な

る
松
の
株
の
あ
た
り
に
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。
こ
の
花
は
真
で
あ
る
。
元
服
の
祝
儀
は
最
も
大
切
な
行
事
で
あ
る
か
ら
、
満
開
の
花
は
使

わ
な
い
の
が
よ
い
。
半
開
の
花
が
よ
い
と
心
得
よ
。

ま
が
き

愚
案
に
よ
る
と
、
梅
や
桜
を
譲
り
の
花
と
い
う
。
ま
た
、
第
三
皇
子
は
羨
み
な
さ
っ
て
、
春
は
籬
の
あ
た
り
に
咲
い
た
梅
を
摘
ん
で
頭

に
挿
し
飾
り
お
身
体
に
触
れ
、
夏
は
橘
の
花
を
集
め
て
香
り
を
懐
か
し
み
、
秋
は
枯
れ
て
い
く
藤
袴
や
紅
菊
の
匂
い
ま
で
も
集
め
ら
れ

る
の
で
、
人
々
は
匂
兵
部
卿
と
申
し
上
げ
た
。
す
べ
て
香
り
の
良
い
花
材
を
活
け
る
の
を
慣
習
と
す
る
。

【
注
】
１
「
匂
ふ
宮
と
い
へ
る
は
、
か
ほ
る
大
将
の
事
に
て
候
」（『
龍
野
』）。
清
水
婦
久
子
氏
に
よ
る
と
、「
平
安
末
期
書
写
の
九
条
家
旧
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蔵
『
源
氏
古
系
図
』
に
は
、
匂
宮
巻
を
「
薫
中
将
巻
」
と
記
す
。
ま
た
、『
源
氏
釈
』『
奥
入
』『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
な
ど
平
安
〜
鎌
倉

期
の
古
注
で
は
、「
匂
兵
部
卿
」
を
表
題
と
し
「
一
名
薫
中
将
」
と
記
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
匂
宮
」
と
い
う
巻
名
は
、
漢
文
形
式
の

『
源
氏
物
語
願
文
』
が
初
出
で
、
三
条
西
家
系
統
の
注
釈
書
『
弄
花
抄
』『
細
流
抄
』『
孟
津
抄
』
や
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
版
本
に
よ
っ

て
普
及
し
た
」
と
い
う
（「
源
氏
物
語
の
巻
名
の
基
盤
」：

森
一
郎
・
岩
佐
美
代
子
・
坂
本
共
展
編
『
源
氏
物
語
の
展
望
』
第
一
輯
、
三
弥

井
書
店
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）。
一
見
、『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
と
『
龍
野
』
の
記
述
は
巻
の
異
名
を
指
摘
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

ま
き

し
後
続
の
文
脈
を
勘
案
す
る
と
、
両
書
と
も
匂
宮
と
薫
を
同
一
人
物
と
勘
違
い
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

２
「
此
巻
、
か
ほ
る
と
も
、
に

ほ
ふ
兵
部
卿
共
、
云
事
は
」（『
小
鏡
』）。
注
１
参
照
。『
小
鏡
』
の
記
述
は
巻
名
に
関
す
る
も
の
で
、『
小
鏡
』
は
匂
宮
と
薫
を
混
同
し
て

む
め

い
な
い
。

３
「
三
の
宮
と
申
て
、
む
ら
さ
き
の
上
や
し
な
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
梅
、
さ
く
ら
、
ゆ
つ
り
給
ひ
し
は
」（『
小
鏡
』）。
紫
の

サ
ン

ミ
ヤ

上
は
養
育
し
た
「
三
の
宮
」（
匂
宮
）
に
二
条
院
を
譲
り
、
庭
に
咲
く
紅
梅
と
桜
を
愛
で
て
仏
前
に
供
え
る
よ
う
に
と
遺
言
し
た
。
４０
御

法
の
巻
、
注
１３
参
照
。

４
「
是
は
、
源
氏
の
御
子
と
申
な
か
ら
、
ま
こ
と
は
、
柏
木
の
衛
門
と
女
三
の
宮
と
の
中
の
御
子
な
り
と
申
事

し
や
う

に
よ
さ
ん

（
若
宮
）

け
ん
し

こ

あ
り
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。「
か
ほ
る
大
将
と
は
、
か
の
女
三
の
宮
の
わ
か
み
や
。
人
め
は
源
氏
の
御
子
、
ま
こ
と
に
は
、
か
し
は

な
こ
ん

し
や
う

木
の
大
納
言
の
こ
そ
か
し
」（『
小
鏡
』）。『
小
鏡
』
に
「
か
ほ
る
大
将
と
は
」
と
あ
る
と
お
り
、
本
来
は
薫
に
つ
い
て
の
記
述
。
３５
若
菜

（
元
服
）

か
キ

下
、
注
４
参
照
。

５
「
十
四
才
に
て
御
元
ふ
く
あ
そ
は
せ
し
事
よ
り
、
書
そ
め
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。
一
方
『
小
鏡
』
は
匂
宮
と

ち
う
く
う

け
ん
し

み
や

（
元
服
）

薫
の
元
服
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
記
述
し
て
い
る
。「
あ
か
し
の
中
宮
の
御
は
ら
、源
氏
の
御
ま
こ
の
宮
、け
ん
ふ
く
し
給
ひ
て
は
、

ひ
や
う
ふ
き
や
う

き
み

（
冷
泉
院
）

れ
い
せ
ん
ゐ
ん

兵
部
卿
の
宮
と
申
」（『
小
鏡
』）。「
此
君
も
、
け
ん
ふ
く
な
と
も
、
け
ん
し
、
れ
い
せ
ん
ゐ
ん
に
申
を
き
給
ひ
し
に
よ
り
て
、
冷
泉
院
に

て
せ
さ
せ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。『
源
氏
物
語
』
匂
宮
の
巻
で
は
匂
宮
が
元
服
し
た
年
齢
を
明
記
し
て
い
な
い
が
（
一
八
頁
）、
薫
が
元
服
し

た
年
齢
は
十
四
歳
と
記
す
の
で
（
二
二
頁
）、『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』『
龍
野
』
の
記
述
は
薫
の
元
服
を
指
す
。
し
か
し
な
が
ら
、『
源
氏

― ４９ ―
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か
キ

物
語
』
匂
宮
の
巻
頭
近
く
で
語
ら
れ
る
の
は
匂
宮
の
元
服
で
あ
る
の
で
、『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
と
『
龍
野
』
の
「
書
そ
め
」
は
匂
宮

の
元
服
に
つ
い
て
の
記
述
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
が
生
じ
た
の
は
、
両
書
が
匂
宮
と
薫
を
同
一
人
物
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
（
注
１
参

照
）。
ち
な
み
に
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
三
の
巻
「
改
め
正
し
た
る
年
立
の
図
」
の
「
に
ほ
ふ
み
や
」
の
欄
に
は
、「
薫
君
十

四
歳
と
見
ゆ
」
と
あ
り
、
同
巻
「
人
々
の
年
立
」
に
は
、「
匂
兵
部
卿
ノ

宮
は
、（
中
略
）
匂
宮
巻
の
は
じ
め
の
年
は
十
五
也
」
と
あ
る

（
本
文
は
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
）
に
よ
る
）。

６
巻
名
歌
。『
龍
野
』
は
同
文
、『
小
鏡
』
は

掲
載
せ
ず
。
薫
が
自
身
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
秘
密
を
薄
々
察
し
、
我
が
身
の
来
し
方
行
く
末
を
思
い
悩
む
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。
注
４

（
株
）

参
照
。

７
「
此
か
た
、
身
木
、
松
二
本
二
か
ふ
也
」（『
龍
野
』）。「
松
」
は
「
日
本
の
伝
統
的
な
花
材
の
な
か
で
も
、
衆
木
に
す
ぐ
れ

て
第
一
等
の
も
の
」
で
、「
松
竹
梅
の
三
種
の
取
り
合
わ
せ
は
祝
儀
の
花
と
し
て
か
ん
が
え
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
若
松
は
祝
言
第
一
の

フ
タ
モ
ト

花
材
と
さ
れ
て
い
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。「
二
本
」
は
本
木
が
二
つ
と
考
え
ら
れ
、
本
木
は
「
た
て
花
の
「
し
ん
」
の
こ
と

フ
タ
カ
ブ

を
い
う
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。「
二
株
」
は
、「
砂
鉢
や
水
盤
な
ど
広
口
の
花
器
に
、
あ
た
か
も
稲
の
株
を
わ
け
る
よ
う
に
二
つ

の
株
に
わ
け
る
こ
と
を
株
分
け
と
い
い
、
そ
の
生
け
方
を
「
二
株
生
け
」
と
い
う
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

８
「
応
答
は
時
節

の
花
、
床
の
左
り
の
方
の
松
根
斗
に
て
す
へ
し
」（『
龍
野
』）。「
あ
し
ら
ひ
」
は
「
立
華
、
生
花
で
は
道
具
や
役
枝
以
外
の
枝
の
こ
と
を

い
う
」。
よ
り
正
確
に
は
「
あ
し
ら
い
の
効
果
を
だ
す
た
め
に
も
ち
い
る
枝
」
で
あ
り
、「
あ
し
ら
い
の
枝
を
も
ち
い
る
ば
あ
い
は
、
あ
し

ら
う
べ
き
相
手
を
よ
く
知
り
、
あ
し
ら
い
の
効
果
が
で
る
よ
う
な
取
り
合
わ
せ
と
技
が
必
要
で
あ
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

ジ
セ
ツ

ハ
ナ

「
時
節
の
花
」
に
何
を
用
い
る
か
『
龍
野
』
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
草
の
巻
に
は
春
は
梅
・
桜
、
夏
は
花
橘
、

シ
ン

秋
は
藤
袴
・
紅
菊
と
あ
る
。

９
「
此
花
、
真
な
り
」（『
龍
野
』）。「
真
」
は
「
た
て
花
、
立
華
、
生
花
の
役
枝
名
」（『
い
け
ば
な
総
合

（
祝
儀
）

（
去
嫌
）

大
事
典
』）。
あ
し
ら
い
の
季
節
の
花
も
、
真
を
用
い
る
。

「
元
服
の
祝
義
の
花
、
第
一
な
れ
ば
、
花
の
さ
り
き
ら
ひ
有
之
。
能
々
、
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シ
ウ
ギ

可
改
也
」（『
龍
野
』）。「
祝
義
」
の
花
と
は
「
お
祝
い
ご
と
の
席
に
も
ち
い
る
た
て
花
、
立
華
、
生
花
な
ど
を
い
う
。
そ
の
季
節
の
花
材

を
中
心
に
も
ち
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
季
節
の
花
材
の
よ
い
も
の
が
な
い
と
き
や
お
祝
い
ご
と
の
内
容
に
よ
り
そ
の
季
節
の
花
材

が
使
用
で
き
な
い
と
き
に
は
、
常
緑
樹
、
な
か
で
も
松
を
も
ち
い
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
こ
こ
で
は
、
松
も
季
節
の
花
も
両

サ
カ
リ

ハ
ナ

ハ
ン
カ
イ

ケ
ン
フ
ク

シ
ウ
ギ

方
用
い
る
。「
盛
の
花
」
で
は
な
く
「
半
開
」
の
花
を
良
し
と
す
る
の
は
、
成
人
儀
式
で
あ
る
「
元
服
」
を
飾
る
「
祝
義
」
に
は
、
こ
れ

か
ら
枯
れ
て
い
く
満
開
の
花
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
盛
り
を
迎
え
る
半
開
の
花
が
相
応
し
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

匂
宮
が
、
紫
の

ウ
メ

サ
ク
ラ

ユ
ツ
リ

ハ
ナ

上
か
ら
、
二
条
院
や
そ
こ
に
咲
く
紅
梅
・
桜
を
譲
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
梅
、
桜
」
を
「
譲
の
花
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
注
３
参

ウ
メ

サ
ク
ラ

照
。「
梅
」
は
注
７
参
加
。「
桜
」
は
「
立
華
で
は
そ
の
美
し
さ
を
十
分
に
い
か
し
て
み
せ
る
た
め
に
一
色
物
と
し
て
あ
つ
か
い
、
ま
た
生

花
に
お
い
て
も
一
種
生
け
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
た
。
他
の
も
の
を
取
り
合
わ
せ
る
ば
あ
い
に
は
、（
中
略
）
サ
ク
ラ
の
美
し
い
花
色
を

い
か
す
た
め
に
緑
の
葉
物
を
添
え
て
い
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

「
を
の
つ
か
ら
、
か
う
は
し
く
て
、
此
世
の
か
ほ
り
な

み
や

サ
ン

ミ
ヤ

ら
す
、
あ
た
り
有
か
た
け
れ
は
、
三
の
宮
う
ら
や
み
給
ひ
て
、
わ
さ
と
こ
の
み
て
」（『
小
鏡
』）。「
三
の
宮
」（
匂
宮
）
は
薫
の
発
す
る
、

は
る

む
め

こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
芳
し
い
香
り
を
羨
ん
だ
。

「
春
は
ま
か
き
の
梅
を
か
さ
し
、
御
身
に
ふ
れ
」（『
小
鏡
』）。
薫
の
芳

な
つ

か

香
を
羨
む
匂
宮
は
、
春
に
は
梅
の
香
り
に
執
着
し
た
。

「
夏
は
花
た
ち
は
な
を
あ
つ
め
、
香
を
な
つ
か
し
み
」（『
小
鏡
』）。
た
だ
し

わ
れ
も
こ
う

あ
き

物
語
で
は
、
匂
宮
が
執
着
し
た
の
は
梅
・
菊
・
藤
袴
・
吾
亦
紅
の
香
り
で
、
橘
の
花
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
二
七
頁
）。

「
秋
は
か

（
藤
袴
）

こ
う
き
く

れ
ゆ
く
ふ
ち
は
か
ま
を
に
ほ
は
す
。
紅
菊
ま
て
も
、
に
ほ
ひ
を
あ
つ
め
給
へ
は
」（『
小
鏡
』）。
藤
袴
は
「
直
立
さ
せ
て
し�

ん�

材
と
し
て
つ

か
い
季
節
の
花
を
あ
し
ら
う
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。『
源
氏
物
語
』
に
は
「
老
を
忘
る
る
菊
」（
二
七
頁
）
と
あ
り
、
そ
れ
が
紅

菊
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
王
朝
人
は
白
菊
を
愛
で
、
霜
に
当
た
り
花
び
ら
の
端
が
薄
い
赤
紫
色
に
な
る
の
も
称
賛
し
た
。

ひ
や
う
ふ
き
や
う

「
を
の
つ
か
ら
御
に
ほ
ひ
、
か
う
は
し
く
お
は
し
て
、
人
々
、
に
ほ
ふ
兵
部
卿
と
そ
申
け
る
」（『
小
鏡
』）。
様
々
な
花
の
香
り
に
執
着
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し
、
薫
香
を
衣
服
に
移
す
努
力
を
惜
し
ま
な
い
三
の
宮
は
、
匂
兵
部
卿
と
呼
ば
れ
た
。

匂
宮
の
香
り
へ
の
執
心
を
受
け
て
、
花
材
は

す
べ
て
香
り
の
良
い
も
の
を
用
い
る
。

（
髙
山
卓
）

コ
ウ
ハ
イ

四
十
三

紅
梅

ヲ
ン
オ
ト
ウ
ト

カ
ウ
ハ
イ

タ
イ
ナ
コ
ン

キ
コ

ヨ

ナ
ニ
コ
ト

コ
ヽ
ロ

ア
リ

ト
キ

ヒ
ト

タ
テ
マ
ツ

オ
ト
ヽ

１カシ
ハ
キ
タ
イ
ナ
コ
ン

柏
木
大
納
言
の
御
弟
に
、紅
梅
の
大
納
言
と
聞
へ
し
は
、世
の
お
ぼ
へ
い
み
じ
く
、何
事
も
心
ば
へ
有
て
、時
の
人
も
て
な
し
奉
り
、大
臣

ナ
リ

コ
ウ
バ
イ

コ
ウ
ハ
イ
ウ
ツ
ク

サ
キ

ミ
ヤ

に
成
給
へ
は
、
紅
梅
の
お
と
ゞ
と
も
い
へ
り
。

２ニハ庭
の
紅
梅
美
し
く
咲
た
る
を
折
て
、
御
歌
を
そ
へ
て
、
に
ほ
ふ
宮
へ
つ
か
は
し
給
ひ
し

ヒ
ト
カ
タ

ヒ
メ
ミ
ヤ

ヒ
ヤ
ウ
フ
キ
ヤ
ウ

マ
イ

コ
ヽ
ロ

４

コ
ウ
ハ
イ

マ
キ

也
。

３コレ是
は
一
方
の
姫
宮
を
、
兵
部
卿
に
参
ら
せ
た
き
と
の
心
を
こ
め
て
の
御
事
な
り
。
さ
れ
は
紅
梅
の
巻
と
い
へ
り
。

５

カ
セ

ウ
メ

マ
ツ
ウ
ク
ヒ
ス

ア
ル

心
あ
り
て
風
の
匂
は
す
そ
の
ゝ
梅
に
先
鶯
の
と
は
す
や
有
へ
き

カ
ウ
ハ
イ

紅
梅

イ
ワ
ク

コ
ノ
カ
タ

ミ
キ

カ
ウ
ハ
イ
タ
イ
イ
チ

７

オ
ホ
ハ

チ
ン
ク
ハ

ト
メ

イ
ク

６コ
デ
ン

御
伝
曰
、
此
形
、
幹
、
紅
梅
第
一
と
す
る
也
。
あ
し
ら
ひ
は
大
葉
も
の
、
び
わ
、
お
も
と
、
し
や
が
も
よ
し
。

８シ
セ
ツ

時
節
の
珍
花
、
留
に
生

オ
ホ
ハ

ウ
ク
ヒ（
マ
マ
）

ハ

ナ
ラ
ヒ

シ
ン

イ
ク

コ
ロ

コ
ヽ
ロ

る
。

９コノ此
大
葉
を
ば
鶯
の
と
は
ず
羽
と
て
習
と
す
。
コ
ノ
ハ
ナ

此
花
、
真
に
活
へ
し
。
頃
は
二
月
と
心
得
へ
し
。

ソ
ノ

ウ
メ

ウ
タ

モ
テ

ホ
ン
モ
ン

コ
ヽ
ロ

ク
ア
ン

愚
按
ニ

曰
ク

、
〽
心
あ
り
て
風
の
に
ほ
は
す
園
の
梅
に
先
う
ぐ
ひ
す
の
と
は
ず
や
有
べ
き
と
歌
を
以
、
本
文
習
と
す
。
ウ
タ歌
の
意
「
と
は
ず

コ
ヽ
（
マ
マ
）
エ

カ
ウ
ハ
イ

タ
ケ

カ
ハ

オ
ナ

マ
キ

や
有
べ
き
」
は
、
と
ふ
と
い
ふ
こ
と
也
。
心

得
た
が
ひ
す
べ
か
ら
す
。
マ
タ
イ
ハ
ク

又
曰
、
紅
梅
に
竹
を
い
く
る
こ
と
あ
り
。
タ
ケ竹
川
と
同
し
巻

ロ
ン

の
論
あ
り
。

四
十
三

紅
梅

式
部
の
宮
。
紅
梅
、
枇
杷
、
万
年
青
、
鳶
尾
、
時
節
ノ

珍
花
。

【
訳
】
柏
木
大
納
言
の
弟
君
で
、
紅
梅
の
大
納
言
と
申
し
上
げ
た
方
は
、
世
間
の
評
判
が
た
い
そ
う
良
く
、
何
事
に
も
心
遣
い
が
あ
り
、

時
め
く
人
が
（
紅
梅
の
大
納
言
を
）
厚
く
待
遇
申
し
上
げ
、
大
臣
に
お
な
り
に
な
っ
た
の
で
、
紅
梅
の
大
臣
と
も
い
っ
た
。
庭
の
紅
梅
が
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美
し
く
咲
い
て
い
る
の
を
折
っ
て
、
お
歌
を
添
え
て
、
匂
宮
に
お
送
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
一
人
の
姫
宮
（
中
の
君
）

を
、
兵
部
卿
（
匂
宮
）
の
も
と
に
嫁
が
せ
申
し
上
げ
た
い
と
の
気
持
ち
を
こ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
紅
梅
の
巻
と
い
っ
た
。

考
え
が
あ
っ
て
、
風
が
匂
わ
す
庭
園
の
梅
に
、
真
先
に
鶯
が
訪
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。（
い
や
、
き
っ
と
訪
れ
ま
す
。）

お

も

と

御
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
の
中
心
は
、
紅
梅
を
第
一
と
す
る
の
で
あ
る
。
あ
し
ら
い
は
大
葉
も
の
で
、
枇
杷
、
万
年
青
、
シ
ャ
ガ
も
よ

と

は

い
。
時
節
の
珍
花
は
留
め
で
活
け
る
。
こ
の
大
葉
を
鶯
の
と
わ
ず
羽
（
と
わ
ず
葉
）
と
い
っ
て
、
慣
習
と
す
る
。
こ
の
花
は
真
で
活
け
る

の
が
よ
い
。
時
期
は
二
月
と
心
得
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、「
考
え
が
あ
っ
て
、
風
が
匂
わ
す
庭
園
の
梅
に
、
真
先
に
鶯
が
訪
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
和
歌

を
も
っ
て
、
典
拠
と
す
る
の
が
慣
習
で
あ
る
。
歌
の
意
味
で
「
訪
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
は
、
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
勘
違
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
言
う
に
は
、
紅
梅
に
竹
を
活
け
る
こ
と
が
あ
る
。
竹
川
と
同
じ
巻
の
論
が
あ
る
。

こ
う
は
い

な
こ
ん

（
故
）

な
こ
ん

（
弟
）

【
注
】
１
「
そ
の
こ
ろ
紅
梅
の
大
納
言
と
聞
え
し
は
、
か
し
は
木
の
こ
大
納
言
の
お
と
ゝ
そ
か
し
。
世
の
お
ほ
え
い
み
し
く
、
な
に
事
も

し
ん

な
り

こ
う
は
い

心
は
へ
あ
り
て
、
時
の
人
も
て
な
し
奉
り
、
大
臣
に
成
給
へ
は
、
紅
梅
の
お
と
ゝ
と
も
此
人
を
云
な
る
へ
し
」（『
小
鏡
』）。「
衛
門
の
御

（
あ
ぜ
ち
カ
）

弟
に
、
あ
わ
ち
の
大
納
言
と
い
ふ
あ
り
」（『
龍
野
』）。

２
「
庭
の
紅
梅
、
う
つ
く
し
く
咲
た
る
を
手
折
て
、
御
歌
を
そ
へ
、
匂
ふ
宮
へ

（
つ
か
は
し
カ
）

（
庭
）

（
紅
梅
）

ち
ゝ

な
こ
ん

御
か
は
し
給
ひ
候
」（『
龍
野
』）。「
此
御
か
た
の
に
は
に
、
な
へ
て
な
ら
す
、
お
も
し
ろ
き
こ
う
は
い
あ
り
。（
中
略
）
ま
ゝ
父
大
納
言
、

（
子
）

（
童
殿
上
）

こ
の
梅
の
え
た
の
お
も
し
ろ
き
を
お
り
て
、
御
こ
の
わ
か
き
み
、
い
ま
た
、
わ
ら
は
て
ん
上
の
ほ
と
な
る
を
御
つ
か
ひ
に
て
、
に
ほ
ふ

ひ
や
う
ふ
き
や
う

（
一
方
）

兵
部
卿
の
も
と
へ
、
く
れ
な
ゐ
の
う
す
や
う
に
文
か
き
て
、
た
て
ま
つ
り
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。

３
「
こ
れ
は
、
ひ
と
か
た
の
姫
宮
を

（
マ
マ
）
春
部
卿
へ
ま
い
ら
せ
た
き
と
の
心
を
こ
め
て
の
事
に
て
あ
り
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。
長
女
の
大
君
を
春
宮
妃
と
し
て
入
内
さ
せ
た
紅

梅
の
大
納
言
は
、
次
に
次
女
の
中
の
君
を
匂
宮
に
嫁
が
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

４
「
扨
、
紅
梅
と
云
な
り
」（『
小
鏡
』）。「
是
を
、

― ５３ ―

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
六
）
３９
夕
霧
〜
４６
椎
本



紅
梅
の
巻
と
申
に
て
候
」（『
龍
野
』）。

５
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
も
『
龍
野
』
も
同
文
。
梅
を
中
の
君
、
鶯
を
匂
宮
に
見
立
て
て
、
中
の

君
の
も
と
に
匂
宮
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
歌
で
あ
る
。
な
お
梅
の
歌
に
お
い
て
「
鶯
と
の
取
り
合
わ
せ
は
中
国
文
学
の
影
響
」
と
さ

れ
て
い
る
（
久
保
田
淳
、
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』、
角
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）。

６
「
此
か
た
、
身
木
、

紅
梅
、
第
一
と
す
る
也
」（『
龍
野
』）。
梅
は
「
正
月
か
ら
早
春
に
か
け
て
の
伝
統
的
な
花
材
。
凛
烈
の
寒
気
の
中
に
香
り
を
は
な
っ
て
咲

く
気
品
の
あ
る
花
と
し
て
、
そ
の
詰
屈
と
し
た
枝
振
り
の
姿
と
と
も
に
愛
さ
れ
」、
そ
の
中
で
も
「
紅
梅
は
女
性
的
な
艶
な
る
風
情
に
と

（
枇
杷
）

（
射
干
）

ん
で
い
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

７
「
応
答
は
大
葉
も
の
、
び
わ
の
葉
か
し
や
か
に
て
」（『
龍
野
』）。『
い
け
ば
な
総
合
大

事
典
』
に
よ
る
と
、「
あ
し
ら
い
」
は
「
一
般
的
に
は
、
主
と
な
る
も
の
に
添
え
て
、
そ
の
働
き
を
助
け
る
も
の
」
で
「
立
華
、
生
花
で

は
道
具
や
役
枝
以
外
の
枝
の
こ
と
を
い
う
」
が
、
よ
り
正
確
に
言
う
と
、「
あ
し
ら
い
の
効
果
を
だ
す
た
め
に
も
ち
い
る
枝
」
で
あ
る
。

大
葉
遣
い
は
「
一
瓶
を
ひ
き
し
め
強
弱
を
あ
た
え
る
立
華
の
技
法
で
」、「
幹
作
り
の
立
華
で
は
か
な
ら
ず
大
葉
を
使
用
す
る
」。
枇
杷
は

「
伝
統
的
な
花
材
で
」、「
こ
と
に
ビ
ワ
の
葉
は
立
華
の
大
葉
遣
い
の
材
料
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
」
る
。
万
年
青
は
４０
御
法
の
巻
、
注
６
参

い
ち
は
つ

照
。
シ
ャ
ガ
に
つ
い
て
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
九
年
刊
行
）
の
「
紫
羅
傘
」
の
項
に
よ
る
と
、「
又
、
鳶
尾
と
云
。（
中
略
）

射
干
は
、
倭
名
か
ら
す
あ
ふ
ぎ
な
り
。
鳶
尾
は
い
ち
は
つ
な
る
事
分
明
也
。
か
ら
す
あ
ふ
ぎ
は
茎
高
く
花
紅
な
り
。
い
ち
は
つ
は
茎
短

く
、
葉
ひ
ろ
く
、
花
紫
に
、
燕
子
花
に
似
た
り
。（
中
略
）
胡
蝶
花
も
此
類
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
巻
に
お
い
て
シ
ャ
ガ
が
大
葉

遣
い
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
鳶
尾
」
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。

８
「
時
節
の
諸
花
、
留
メ
に
生
る
」（『
龍
野
』）。
珍
花
は

「
開
花
の
季
節
の
初
期
に
咲
い
た
花
の
こ
と
」
で
、「
形
や
色
の
め
ず
ら
し
い
も
の
も
」
当
て
は
ま
る
（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

と
め

（
祝
儀
）

「
留
」
は
生
け
花
を
活
け
る
際
、
花
が
な
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
技
法
（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
当
巻
の
よ
う
な
「
祝
義
」

（『
龍
野
』）
の
席
で
は
、
花
が
「
な
が
れ
る
」（
倒
れ
る
）
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
と
く
に
祝
儀
祝
言
な
ど
の
め
で
た
い
席
や
、
客
を
招
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待
し
て
の
馳
走
の
花
に
は
、
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
の
で
、「
留
」
が
用
い
ら
れ
る
。

９
「
此
大
葉

を
は
、
鶯
の
と
は
す
葉
と
て
、
習
と
す
る
也
」（『
龍
野
』）。「
大
葉
」
は
３９
夕
霧
の
巻
、
注
７
参
照
。
巻
名
歌
の
一
部
「
鶯
の
と
は
ず
」

に
ち
な
み
、
鶯
を
連
想
さ
せ
る
「
と
は
ず
羽
」
を
「
と
は
ず
葉
」
に
置
き
換
え
、
大
葉
で
表
現
す
る
。

「
真
」
は
４２
匂
宮
の
巻
、
注

９
参
照
。「
時
節
の
珍
花
」（
注
８
）
を
「
真
」
で
活
け
る
。

注
５
参
照
。

「
と
は
ず
や
有
べ
き
」
は
疑
問
表
現
で
は
な
く
、
反

語
表
現
で
あ
る
と
注
意
を
促
す
。

巻
名
歌
（
注
５
）
に
梅
と
鶯
を
詠
み
合
せ
て
い
る
の
で
、
鶯
に
縁
が
あ
る
竹
に
紅
梅
を
活
け
る
こ

と
で
、
和
歌
の
内
容
を
表
わ
し
て
い
る
。
和
歌
に
お
け
る
竹
と
鶯
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
４１
幻
の
巻
、
注
１０
参
照
。
竹
は
「
伝
統

的
な
花
材
で
祝
儀
に
つ
か
う
も
の
と
し
て
松
や
梅
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
竹
の
節
目
を
い
か
し
て
世
を
つ
ぐ
と
い
う
意
味
を
も
た
せ
て
つ
か

わ
れ
て
い
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

竹
川
の
巻
と
同
じ
く
、
巻
の
順
序
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

わ

イ

か
。『
小
鏡
』
で
は
竹
川
の
巻
、『
龍
野
』
で
は
紅
梅
の
巻
を
先
に
す
る
。「
ま
こ
と
し
き
事
も
な
く
、
五
十
四
帖
の
ほ
か
に
、
す
も
り
と

せ
い
せ
う
な
こ
ん

た
け
か
は

て
、
お
ほ
つ
か
な
き
と
こ
ろ
を
、
清
少
納
言
か
、
つ
く
り
い
れ
た
る
と
、
い
ふ
こ
と
も
あ
り
。
そ
の
中
に
、
こ
う
は
い
、
竹
川
と
も
い
へ

り
。
又
、
竹
川
を
、
ま
つ
い
ふ
事
も
あ
り
。
お
な
し
事
な
れ
は
、
論
す
へ
か
ら
す
と
な
り
」（『
小
鏡
』）。

池
田
亀
鑑
『
合
本

源
氏

物
語
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）
の
「
式
部
卿
」「
式
部
卿
宮
」
の
項
に
は
三
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
朝
顔

の
君
の
父
桃
園
式
部
卿
、
紫
の
上
の
父
式
部
卿
宮
と
、
匂
宮
の
兄
に
あ
た
る
二
の
宮
で
あ
る
。
紅
梅
の
巻
で
生
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
は
二
の
宮
で
あ
る
が
、
初
め
て
式
部
卿
と
呼
ば
れ
た
の
は
５２
蜻
蛉
の
巻
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
「
式
部
の
宮
」
は
匂
宮
を
指
す
兵

部
卿
宮
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。

（
芦
野
陽
子
）

タ
ケ
カ
ハ

四
十
四

竹
川
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カ
ハ

ウ
タ

ナ

ヲ
ン
ハ
ラ

ワ
カ
ミ
ヤ
（
マ
マ
）

ヒ
メ
キ
ミ

ク
ハ
ン
ハ
ク

１タケ竹
川
と
い
ふ
は
、
歌
に
よ
り
て
名
つ
け
た
り
。

２タマ玉
か
づ
ら
の
御
腹
に
、
若

君
三
人
、
姫
君
二
と
こ
ろ
お
は
し
ま
す
。

３チヽ父
ひ
げ
ぐ
ろ
関
白

サ
カ
リ

タ
イ
シ
ヤ
ウ

シ
イ

シ
シ
ウ

コ
ノ

キ
ミ

コ
ヽ
ロ

う
せ
給
ひ
て
、
盛
に
う
つ
く
し
く
お
は
し
け
り
。

４ソノ其
こ
ろ
、
か
を
る
大
将
い
ま
た
四
位
の
侍
従
と
て
お
は
せ
し
こ
ろ
、
此
あ
ね
君
を
心
が

カ
ヨ

５

キ
ミ

コ
ノ
ワ
カ
ミ
ヤ

ム
コ

マ
キ

け
、
通
ひ
給
ひ
し
也
。
か
を
る
君
も
十
五
歳
な
れ
は
、
此
若
宮
を
聟
か
ね
に
と
思
ひ
し
事
を
か
き
た
る
巻
な
り
。

カ
ハ

ハ
シ

フ
カ

コ
ヽ
ロ

６タケ竹
川
の
橋
打
い
て
し
一
ふ
し
に
深
き
心
の
そ
こ
は
し
り
き
や

タ
ケ
カ
ハ

竹
川

コ
テ
ン
イ
ワ
ク

カ
タ

ミ
キ

ハ
ツ
キ

タ
ケ
ニ
ホ
ン

ジ
セ
ツ

ハ
ナ

ウ
ヘ

フ
シ
マ
テ

フ

キ
ル

コ
ロ

ヤ
ヨ
ヒ

御
伝
ニ

曰
、

７コノ此
形
、
幹
、
葉
付
ノ

竹
二
本
ニ

時
節
の
花
あ
し
ら
ふ
へ
し
。

８タケ竹
の
上
、
節
迄
一
寸
と
一
本
は
一
寸
五
歩
と
に
切
へ
し
。
頃
は
三
月

ゴ

カ
チ

モ
ノ

也
。

９イ囲
碁
の
勝
ま
け
、
花
の
か
け
物
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。

ク
ア
ン
イ
ワ
ク

カ
ハ

タ
ケ

イ
ク

モ
ツ
ト
モ

タ
ケ
カ
ハ

カ
グ
ラ

モ
ノ

コ
ヽ
ロ

カ
ハ

メ
イ
シ
ヨ

愚
按
ニ

曰
、
タ
ケ竹
川
に
竹
を
活
る
こ
と
尤
也
。
し
か
る
に
竹
川
と
は
、
神
楽
の
う
た
ひ
物
也
と
心
得
て
よ
し
。
タ
ケ竹
川
と
い
ふ
名
所
も
あ
れ

カ
ク
ラ
ウ
タ

ゴ

セ
ミ

マ
キ
カ
ン
カ
ヘ
ア
ハ

イ
ク

マ
タ

モ
ノ

サ
ク
ラ

モ
ノ

ゴ

と
も
、
こ
ゝ
に
て
は
神
楽
歌
也
。
ヰ囲
碁
の
さ
た
、
ウ
ツ空
蝉
の
巻
考
合
せ
て
活
へ
し
。
又
、
ハ
ナ花
の
か
け
物
と
は
、
桜
を
か
け
物
に
て
碁
を

ウ
チ打
給
ふ
に
よ
れ
り
。
サ
ク
ラ
桜
も
よ
し
。

四
十
四

竹
川
（
恋
）
大
ひ
め
。
竹
、
時
節
ノ

花
、
桜
。

【
訳
】
竹
川
と
い
う
（
巻
名
）
は
、
歌
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。
玉
鬘
の
お
産
み
に
な
っ
た
子
で
、
若
君
が
三
人
、
姫
君
が
二
人
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
父
の
髭
黒
関
白
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
、（
玉
鬘
の
子
供
た
ち
は
）
若
い
盛
り
で
美
し
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
頃
、

薫
大
将
が
ま
だ
四
位
の
侍
従
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
、
こ
の
姉
君
を
思
慕
し
て
、
お
通
い
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
薫
君
も
十
五
歳
で

あ
る
の
で
、（
玉
鬘
は
）
こ
の
若
宮
（
薫
）
を
婿
に
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
書
い
た
巻
で
あ
る
。

「
竹
川
の
橋
」
と
歌
い
だ
し
た
（
催
馬
楽
の
）「
竹
河
」
の
端
の
一
節
に
、
私
の
深
い
心
の
底
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。 『

源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
六
）
３９
夕
霧
〜
４６
椎
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師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
、
中
心
が
葉
付
き
の
竹
二
本
で
、
季
節
の
花
を
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。（
二
本
の
竹
の
う
ち
一
本
は
）
竹

の
（
水
面
よ
り
）
上
、（
一
つ
め
の
）
節
ま
で
一
寸
（
約
三
㎝
）、
も
う
一
本
は
一
寸
五
分
（
約
四
・
五
㎝
）
の
と
こ
ろ
で
切
る
の
が
よ

い
。
時
期
は
三
月
で
あ
る
。「
囲
碁
の
勝
ち
負
け
」、「
花
の
懸
け
物
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

う
た
い
も
の

愚
案
に
よ
る
と
、
竹
川
（
の
巻
）
で
竹
を
生
け
る
の
は
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
竹
川
と
は
、
神
楽
の
謡
物
で
あ
る
と
理
解

し
て
よ
い
。
竹
川
と
い
う
名
所
も
あ
る
が
、
こ
の
巻
に
お
い
て
は
神
楽
歌
で
あ
る
。
囲
碁
の
勝
敗
は
、
空
蝉
の
巻
を
考
え
合
わ
せ
て
活

け
る
の
が
よ
い
。
ま
た
「
花
の
賭
け
物
」
と
は
、
桜
を
賭
け
物
に
し
て
（
姫
君
た
ち
が
）
碁
を
打
ち
な
さ
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い

る
。
桜
を
活
け
る
の
も
よ
い
。

ゆ
へ

【
注
】
１
「
此
巻
、
た
け
か
は
と
云
事
、（
中
略
）
歌
の
故
な
り
」（『
小
鏡
』）。「
竹
川
の
名
は
、
歌
の
こ
と
葉
を
名
付
た
る
に
て
候
」

は
ら

き
み

ひ
め

（『
龍
野
』）。

２
「
玉
か
つ
ら
の
御
腹
に
、
わ
か
君
三
人
、
姫
き
み
二
と
こ
ろ
お
は
し
ま
す
」（『
小
鏡
』）。「
玉
か
つ
ら
の
内
侍
に
は
、

の
ち（
の
カ
）
（
大
臣
）

く
は
ん
は
く

御
姫
宮
ふ
た
り
、
若
宮
三
た
り
、
お
わ
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）。

３
「
此
ひ
け
く
ろ
の
大
将
を
は
、
後
に
お
と
ゝ
と
て
、
関
白
も
ち

ち
ゝ

給
ひ
し
そ
か
し
」（『
小
鏡
』）。「
父
う
せ
給
ひ
て
、
さ
か
り
に
い
つ
く
し
く
お
は
し
け
り
」（『
小
鏡
』）。
三
条
西
実
隆
が
著
し
た
注
釈
書

『
細
流
抄
』
に
も
「
関
白
に
な
り
給
也
」
と
あ
る
が
、
物
語
で
は
太
政
大
臣
ま
で
で
「
関
白
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。

４
「
其
こ
ろ
、

し
や
う

ゐ

じ
し
う

き
み

か
ほ
る
大
将
、
い
ま
た
四
位
の
侍
従
と
て
お
は
せ
し
こ
ろ
、
此
あ
ね
君
を
心
か
け
、
か
よ
ひ
給
ひ
し
な
り
」（『
小
鏡
』）。

５
「
か
ほ
る

大
将
も
、
御
年
十
五
才
な
れ
は
、
此
君
を
婿
か
ね
に
と
お
も
ひ
給
ひ
し
事
を
、
書
た
り
し
巻
に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）。「
六
条

院
の
御
末
に
、
朱
雀
院
の
宮
の
御
腹
に
生
ま
れ
た
ま
へ
り
し
君
、
冷
泉
院
に
御
子
の
や
う
に
思
し
か
し
づ
く
四
位
侍
従
、
そ
の
こ
ろ
十
四

五
ば
か
り
に
て
、
い
と
き
び
は
に
幼
か
る
べ
き
ほ
ど
よ
り
は
、
心
お
き
て
お
と
な
お
と
な
し
く
、
め
や
す
く
、
人
に
ま
さ
り
た
る
生
ひ
先

か

む

し
る
く
も
の
し
た
ま
ふ
を
、
尚
侍
の
君
は
、
婿
に
て
も
見
ま
ほ
し
く
思
し
た
り
」（
六
三
頁
）。

６
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
も
『
龍
野
』
も
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つ
め

同
文
。
こ
の
和
歌
は
、
玉
鬘
邸
で
開
か
れ
た
小
宴
に
参
加
し
た
薫
が
、
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
催
馬
楽
「
竹
河
の

橋
の
詰
な
る
や

橋
の
詰

め
ざ
し

な
る
や

花
園
に
は
れ

花
園
に

我
を
ば
放
て
や

我
を
ば
放
て
や

少
女
た
ぐ
へ
て
」
を
踏
ま
え
、
大
君
（
玉
鬘
の
娘
）
を
思
う
気

持
ち
を
込
め
て
詠
ん
だ
。

７
「
此
か
た
、
身
木
、
葉
付
竹
、
二
本
に
、
時
節
の
花
、
応
答
す
へ
し
」（『
龍
野
』）。

８
「
竹
の
上
よ
り

（
節
）
ふ
し
迄
、
一
寸
と
、
又
一
本
は
一
寸
五
分
と
に
、
小
口
切
る
へ
し
」（『
龍
野
』）。
竹
は
「「
水
ぎ
わ
一
寸
の
う
ち
に
必
ず
節
を
み
せ
る
」

な
ど
の
伝
が
あ
り
、
立
華
や
生
花
で
は
水
際
か
ら
立
ち
上
が
る
竹
の
一
節
め
の
位
置
に
つ
い
て
の
寸
法
を
さ
だ
め
て
い
る
」（『
い
け
ば
な

ご

総
合
大
事
典
』）。

９
「
碁
の
か
ち
ま
け
あ
ね
き
み
、

ま
け
給
ふ
。は
な
の
か
け
物
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。「
こ
の
姫
君
た
ち
、
さ
く
ら
を
か
け
物
に
て
、

碁
を
う
た
せ
給
ひ
し
を
見
て
」（『
小
鏡
』）。「
中
将
な
ど
立
ち
た
ま
ひ
て
後
、
君
た
ち
は
打
ち
さ
し
た
ま
へ
る
碁
打
ち
た
ま
ふ
。
昔
よ
り

争
ひ
た
ま
ふ
桜
を
賭
け
物
に
て
、「
三
番
に
数
一
つ
勝
ち
た
ま
は
む
方
に
花
を
寄
せ
て
ん
」
と
戯
れ
か
は
し
き
こ
え
た
ま
ふ
」（
七
九

頁
）。

注
７８
参
照
。

「
竹
河
」
と
い
う
催
馬
楽
を
さ
す
。

「
竹
川
」
は
、「
伊
勢
国
の
歌
枕
。
現
在
の
三
重
県
明
和
町
で
、

斎
宮
の
あ
っ
た
場
所
を
さ
す
。
祓
川
（
多
気
川
）
に
も
と
づ
く
地
名
。「
竹
」
お
よ
び
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
か
ら
常
緑
で
長
い
時
間
変
わ

ら
ぬ
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。（
中
略
）
催
馬
楽
の
「
竹
河
」
は
、
そ
れ
自
体
貴
族
の
間
で
よ
く
謡
わ
れ
た
が
、
正
月
の
年
中

お
と
こ
と
う
か

行
事
で
あ
る
男
踏
歌
の
中
で
も
謡
わ
れ
、
平
安
貴
族
の
耳
に
親
し
い
も
の
だ
っ
た
。『
源
氏
物
語
』
竹
河
の
巻
は
、
作
中
人
物
が
催
馬
楽

を
謡
い
、
男
踏
歌
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
ち
な
む
巻
名
で
あ
る
」（
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書

店
、
一
九
九
九
年
五
月
）。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
男
踏
歌
は
「
正
月
一
五
日
、
殿
上
人
、
地
下
人
な
ど
で
四
位
以
下
の
人
達

が
、
禁
中
か
ら
諸
院
、
諸
宮
、
貴
族
の
邸
へ
、
催
馬
楽
を
歌
い
な
が
ら
巡
回
す
る
行
事
」。

『
源
氏
物
語
』
に
は
「
右
勝
た
せ
た
ま

ひ
ぬ
」（
八
〇
頁
）
と
あ
り
、
囲
碁
の
勝
負
で
中
の
君
が
勝
利
し
た
。
注
９
参
照
。

空
蝉
と
軒
端
荻
が
碁
を
打
っ
て
い
る
の
を
、
光

源
氏
が
垣
間
見
し
た
こ
と
を
指
す
（
３
空
蝉
の
巻
、
注
３
）。『
源
氏
物
語
』
空
蝉
の
巻
で
は
、「「
昼
よ
り
西
の
御
方
の
渡
ら
せ
た
ま
ひ

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
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釈
（
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て
、
碁
打
た
せ
た
ま
ふ
」
と
言
ふ
。
さ
て
向
か
ひ
ゐ
た
ら
む
を
見
ば
や
と
思
ひ
て
、
や
を
ら
歩
み
出
で
て
簾
の
は
さ
ま
に
入
り
た
ま
ひ

ぬ
。
こ
の
入
り
つ
る
格
子
は
ま
だ
鎖
さ
ね
ば
、
隙
見
ゆ
る
に
寄
り
て
西
ざ
ま
に
見
通
し
た
ま
へ
ば
、
こ
の
際
に
立
て
た
る
屏
風
端
の
方
お

し
畳
ま
れ
た
る
に
、
紛
る
べ
き
几
帳
な
ど
も
、
暑
け
れ
ば
に
や
、
う
ち
か
け
て
、
い
と
よ
く
見
入
れ
ら
る
」（
一
一
九
頁
）
と
あ
る
。

注
９
参
照
。

「
サ
ク
ラ
を
い
け
た
生
花
は
他
の
も
の
に
く
ら
べ
て
格
の
あ
る
も
の
と
し
て
上
座
に
置
か
れ
る
な
ど
、
花
物
の
花
材

と
し
て
は
別
格
の
も
の
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。

（
小
林
芙
美
）

ハ
シ
ヒ
メ

１

四
十
五

橋
姫

是
ヨ
リ
以
下
ヲ
宇
治
十
帖
と
い
ふ

チ

ハ
シ
ヒ
メ

ホ
ン
セ
ツ

マ
キ

ミ
ヤ

ケ
ン
シ

オ
ン
オ
チ
キ
ミ

ス
マ
ヰ

ウ

チ

２ウ宇
治
の
橋
姫
、
本
説
あ
り
。
う
ば
そ
く
の
巻
と
も
い
ふ
。

３ハチ八
の
宮
と
て
、
源
氏
の
御
伯
父
君
、

４ミヤ
コ
都
の
住
ゐ
も
む
つ
か
し
く
お
ぼ
し
て
、
宇
治

ミ
ヤ

ス
ミ

コ
ト

ミ
チ

タ
イ
シ
ヤ
ウ

モ
ノ
マ
ナ

カ
ヨ

６

の
宮
に
住
給
ふ
。

５ナニ何
事
の
道
に
も
、
く
ら
か
ら
す
お
は
し
け
れ
は
、
か
を
る
大
将
も
物
学
び
に
通
ひ
給
ひ
し
也
。
い
と
う
つ
く
し
き
ひ
め

キ
ミ

フ
タ
リ
モ
チ

ア
ケ

ツ
キ

君
、
二
人
持
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
。「

７アリ有
明
の
月
を
ま
ね
く
」
と
い
ひ
て
、
よ
ろ
づ
の
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
き
こ
と
す
る
こ
と
あ
り
。
さ

ヒ
メ
ミ
ヤ

て
姫
宮
に
心
を
よ
せ
給
へ
る
歌
、

ヒ
メ

ク
ミ

タ
カ
セ

サ
ホ

シ
ツ
ク

ソ
テ

８ハシ橋
姫
の
こ
ゝ
ろ
を
汲
て
高
瀬
さ
す
棹
の
雫
に
袖
そ
ぬ
れ
ぬ
る

ハ
シ
ヒ
メ

橋
姫

宇
治
十
帖

イ
ワ
ク

コ
ノ
カ
タ

ズ
ハ
エ

イ
ク

オ
ホ
ハ

ミ
キ

イ
ク

ハ
ナ
ア
ル
ト
キ

ソ
ノ
キ

ハ
ナ

シ
タ

ハ
ナ

９コ
テ
ン

御
伝
ニ

曰
、
此
形
、
條
も
の
を
活
る
。
大
葉
も
の
を
幹
と
し
て
生
る
也
。
ズ
ハ
エ
、
花
有
時
は
、
其
木
の
花
を
下
に
あ
し
ら
ふ
へ
し
。
花

ト
キ

ホ
カ

ハ
ナ

ク
マ
サ
ヽ

イ
ク

カ
シ
ハ

ウ
チ

ウ
メ
モ
ヽ

カ
ス
オ
ホ

な
き
時
は
外
の
花
を
あ
し
ら
ふ
。
オ
ホ
ハ
モ
ノ

大
葉
物
か
熊
笹
か
を
活
へ
し
。
お
も
と
、
ば
ら
ん
、
柏
、
し
を
ん
、
し
や
が
の
内
、
ス
ハ
エ
梅
桃
、
数
多

マ
キ

シ
タ
ツ

し
。
マ
タ又
、
槙
に
て
も
仕
立
る
也
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

タ
カ

イ
ク

コ
ト

ナ
ラ
ヒ

マ
キ

ア
リ
ア
ケ

ツ
キ

愚
按
ニ

曰
、
ク
ハ

ハ
ク白
花
月
に
准
な
り

を
高
く
活
る
事
、
習
あ
り
。
シ
ロ
ツ
ハ
キ

シ
ロ
ホ
タ
ン

白
椿
、
白
牡
丹

有
明
の
月
に
タ
ト
フ

を
よ
し
と
す
。
コ
ノ此
巻
に
「
有
明
の
月
を
ま
ね
く
」
と
い
ひ
て
、
よ
ろ
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コ
ト

ワ
ウ
シ
キ
テ
フ

シ
ヤ
ウ

コ
ト

カ
ハ

す
の
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
き
事
す
る
こ
と
あ
り
。
又
、「
黄
鐘
調
に
し
ら
へ
て
、
笙
の
琴
い
と
ね
た
く
お
も
し
ろ
く
て
、
川
な
み
の

マ
ツ

カ
セ

ウ
マ

カ
ハ
ナ
ミ

フ
ト
ヰ

ひ
ゝ
き
、
松
の
風
、
お
り
に
あ
ひ
た
る
心
ち
し
て
、
馬
ひ
き
と
め
て
聞
給
へ
は
」
と
有
。
バ
ラ
ン

馬
蘭
、
河
波
に
た
と
ふ
。
マ
ツ松
も
よ
し
。
太
藺

シ
ヤ
ウ

イ
ク

ナ
ラ
イ

も
よ
し
。
笙
に
た
と
ふ
。
駒
つ
な
ぎ
と
云
草
あ
り
。
そ
れ
を
活
る
事
、
習
あ
り
。

ズ
ハ
ヘ

四
十
五

橋
姫

柏
木
の
右
兵
ヱ
門
。
條
も
の
、
大
葉
も
の
（
熊
笹
）、
万
年
青
、
巴
蘭
、
紫
苑
、
鳶
尾
、
白
椿
、
白
牡
丹
。

【
訳
】
宇
治
の
橋
姫
に
は
、
典
拠
が
あ
る
。（
橋
姫
の
巻
は
）
優
婆
塞
の
巻
と
も
言
う
。
八
の
宮
と
い
っ
て
、
源
氏
の
（
異
母
弟
で
あ
り
、

薫
の
）
御
叔
父
君
（
で
あ
る
人
が
）、
都
の
住
ま
い
も
、
わ
ず
ら
わ
し
く
お
思
い
に
な
っ
て
、
宇
治
の
宮
に
お
住
ま
い
に
な
る
。（
八
の
宮

は
）
ど
の
分
野
に
も
通
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
薫
大
将
も
学
び
に
通
わ
れ
た
の
で
あ
る
。（
八
の
宮
は
）
た
い
へ
ん
美
し
い
姫
君

を
、
二
人
お
持
ち
で
あ
っ
た
。（
秋
の
夜
に
二
人
の
姫
君
が
）「
有
明
の
月
を
招
く
」
と
言
っ
て
、
様
々
な
優
美
で
趣
深
い
こ
と
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、（
薫
が
）
姫
君
に
心
を
お
寄
せ
に
な
っ
た
歌
、

宇
治
の
橋
姫
の
心
を
汲
み
と
っ
て
、
川
の
浅
瀬
を
ゆ
く
（
舟
人
が
）
棹
の
雫
に
袖
が
濡
れ
て
し
ま
っ
た
（
よ
う
に
、
大
君
の
心
を
汲

み
と
っ
た
私
の
袖
も
涙
で
濡
れ
て
し
ま
っ
た
）
な
あ
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
、
ず
わ
え
も
の
を
活
け
る
。
大
葉
も
の
を
幹
と
し
て
、
活
け
る
の
で
あ
る
。
ず
わ
え
に
花
が
あ
る
時
は
、
そ

の
木
の
花
を
、
下
に
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。（
ず
わ
え
に
）
花
が
な
い
時
は
、
ほ
か
の
花
を
飾
り
つ
け
る
。
大
葉
物
か
熊
笹
か
を
活
け
る

の
が
よ
い
。
万
年
青
、
葉
蘭
、
柏
、
紫
苑
、
射
干
の
中
（
か
ら
選
ん
で
活
け
）、
ず
わ
え
は
梅
や
桃
な
ど
数
多
く
あ
る
。
ま
た
、
槙
に
お

い
て
も
整
え
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、
白
い
花
を
高
く
活
け
る
こ
と
が
、
慣
習
に
あ
る
。
月
に
た
と
え
る
の
で
あ
る
。
白
椿
、
白
牡
丹
が
よ
い
。
有
明
の
月

に
た
と
え
る
。
こ
の
巻
に
、（
姫
君
が
）「
有
明
の
月
を
招
く
」
と
い
っ
て
、
様
々
な
優
美
で
趣
深
い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
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た
、「（
琵
琶
の
音
色
を
）
黄
鐘
調
に
調
え
て
、
笙
の
琴
（
の
音
色
も
）、
た
い
へ
ん
す
ぐ
れ
て
趣
深
い
様
子
で
、
川
波
の
響
き
や
松
の

風
が
、
折
に
相
応
し
い
思
い
が
し
て
、（
薫
が
）
馬
を
引
き
留
め
て
お
聞
き
に
な
る
」
と
あ
る
。
葉
蘭
を
、
川
の
波
に
た
と
え
る
。
松

も
よ
い
。
太
藺
も
よ
い
。（
こ
れ
ら
は
）
笙
に
た
と
え
る
。
駒
つ
な
ぎ
と
い
う
草
が
あ
る
。
そ
れ
を
活
け
る
こ
と
が
、
慣
習
に
あ
る
。

【
注
】
１
「
是
よ
り
中
の
段
を
、
宇
治
十
帖
と
申
ま
い
ら
せ
候
。」（『
龍
野
』）。「
宇
治
十
帖
」（『
小
鏡
』）。「
宇
治
十
帖
」
と
は
『
源
氏
物

は
し
ひ
め

こ
れ

う

ち

ほ
ん
せ
つ

（
優
婆
塞
）

語
』
五
十
四
帖
の
う
ち
の
最
後
の
十
帖
の
通
称
。

２
「
橋
姫
う
は
そ
く
の
巻
共
い
ふ
」「
是
も
宇
治
の
は
し
姫
の
本
説
有
。
又
う
は
そ
く
と
云

事
」（『
小
鏡
』）。「
一
優
婆
塞
。
廿
八
。
一
名
橋
姫
」（『
源
氏
物
語
奥
入
』）。
橋
姫
は
「
橋
を
守
る
女
神
」
と
さ
れ
、
特
に
宇
治
の
橋
姫

は
、「
京
都
府
宇
治
市
、
宇
治
橋
の
ほ
と
り
に
あ
る
橋
姫
神
社
の
祭
神
に
付
会
さ
れ
て
い
る
伝
説
上
の
女
性
。
古
来
、
和
歌
の
世
界
で
、

橋
姫
伝
説
の
流
布
に
従
い
、
巫
女
（
み
こ
）、
遊
女
、
愛
人
と
広
い
意
味
を
こ
め
て
歌
わ
れ
て
い
る
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
こ
こ
で

い
う
「
本
説
」
は
、
こ
の
橋
姫
伝
承
を
さ
す
か
。「
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
敷
き
今
宵
も
や
我
を
待
つ
ら
む
宇
治
の
橋
姫
」（
古
今
和
歌
集
・

巻
十
四
・
恋
歌
四
・
六
八
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
）。「
優
婆
塞
」
と
は
「
在
家
の
ま
ま
で
、
仏
道
修
行
に
は
げ
ん
で
い
る
人
。（
中
略
）『
源

氏
物
語
』
の
橋
姫
の
巻
は
「
優
婆
塞
」
と
呼
ば
れ
、
作
中
の
宇
治
八
宮
が
「
俗
聖
（
ぞ
く
ひ
じ
り
）」
と
し
て
、（
中
略
）
山
に
籠
っ
て
修

（
叔
父
カ
）

行
す
る
僧
と
対
比
さ
れ
て
い
る
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

３
「
宇
治
の
里
に
八
の
宮
と
て
、
光
る
源
氏
の
御
お
ぢ
君
、
お
は
し
ま
し

う

ち

み
や

き
り
つ
ほ

み
か
と

み
や

（
弟
）

候
」（『
龍
野
』）。「
宇
治
に
、
ふ
る
き
宮
す
み
給
ふ
。
此
宮
は
桐
壺
の
御
門
の
八
の
宮
、
け
ん
し
に
は
御
お
と
ゝ
そ
か
し
」（『
小
鏡
』）。

「
源
氏
の
大
殿
の
御
弟
、
八
の
宮
と
ぞ
聞
こ
え
し
を
」（
一
二
五
頁
）。
八
の
宮
は
光
源
氏
の
異
母
弟
に
あ
た
る
た
め
、
系
譜
上
で
は
、
八

み
や
こ

う

ち

や
ま
さ
と

の
宮
は
薫
の
叔
父
に
あ
た
る
。

４
「
都
の
す
ま
ゐ
も
む
つ
か
し
く
お
ほ
し
て
、
宇
治
に
山
里
も
ち
給
へ
り
け
る
所
に
う
つ
り
す
ま
せ
給

ふ
」（『
小
鏡
』）。「
か
か
る
ほ
ど
に
、
住
み
た
ま
ふ
宮
焼
け
に
け
り
。
い
と
ど
し
き
世
に
、
あ
さ
ま
し
う
あ
へ
な
く
て
、
移
ろ
ひ
住
み
た

う

ぢ

も

ま
ふ
べ
き
所
の
、
よ
ろ
し
き
も
な
か
り
け
れ
ば
、
宇
治
と
い
ふ
所
に
よ
し
あ
る
山
里
持
た
ま
へ
り
け
る
に
渡
り
た
ま
ふ
」（
一
二
五
頁
）。
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皇
位
継
承
を
巡
っ
て
、
弘
徽
殿
女
御
の
画
策
に
巻
き
込
ま
れ
た
八
の
宮
は
、
京
で
の
立
場
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
、
橋
姫
の
巻
で
語
ら
れ

る
。

５
「
此
宮
、
何
事
の
道
に
も
、
く
ら
か
ら
さ
り
け
れ
は
、
か
ほ
る
大
将
、
も
の
な
ら
ひ
に
御
か
よ
ひ
な
さ
れ
候
」（『
龍
野
』）。

み
や

し
よ
た
う

（
達
者
）

し
や
う

（
得
意
カ
）

「
大
か
た
此
宮
は
、
諸
道
の
た
つ
し
や
に
て
お
は
し
け
る
程
に
、
か
ほ
る
大
将
、
と
く
ゐ
参
り
て
、
物
な
と
な
ら
ひ
た
て
奉
り
、
な
つ
か

ざ
え

し
く
お
も
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
か
よ
ひ
し
程
に
」（『
小
鏡
』）。
物
語
本
文
に
は
、「
才
な
ど
深
く
も
え
習
ひ
た
ま
は
ず
、
ま
い
て
世
の
中

お

か
た

に
住
み
つ
く
御
心
お
き
て
は
い
か
で
か
は
知
り
た
ま
は
む
（
中
略
）
は
か
な
き
遊
び
に
心
を
入
れ
て
生
ひ
出
で
た
ま
へ
れ
ば
、
そ
の
方
は

な
い
け
う

ざ
え
さ
と
り

い
と
を
か
し
う
す
ぐ
れ
た
ま
へ
り
」（
一
二
四
頁
）、「
八
の
宮
の
、
い
と
か
し
こ
く
、
内
教
の
御
才
悟
深
く
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
か
な
」

（
一
二
八
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
道
」
と
は
、
漢
学
な
ど
の
学
問
で
は
な
く
、
仏
教
や
音
楽
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

き
み

る
。

６
「
姫
宮
一
人
お
は
し
ま
し
候
に
」（『
龍
野
』）。「
い
と
う
つ
く
し
き
ひ
め
君
二
人
、
も
ち
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
」（『
小
鏡
』）。

八
の
宮
に
は
、
大
君
と
中
君
の
二
人
の
娘
が
い
る
。『
龍
野
』
の
記
述
は
、
こ
の
う
ち
薫
が
歌
を
贈
っ
た
大
君
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
き

あ
り
あ
け

る
。

７
「
此
巻
に
、「
有
明
の
月
を
ま
ね
く
」
と
い
ひ
て
、
よ
ろ
つ
の
や
さ
し
く
、
お
も
し
ろ
き
事
す
る
こ
と
あ
り
」（『
小
鏡
』）。「
あ

り
あ
け
、
ま
ね
く
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。
物
語
本
文
に
は
、
二
人
の
姫
君
が
舞
曲
や
故
事
を
踏
ま
え
て
、「
月
を
招
く
」
と
た
わ
む
れ
る

び

は

描
写
が
あ
る
。「
有
明
の
月
の
ま
だ
夜
深
く
さ
し
出
づ
る
ほ
ど
に
出
で
立
ち
て
」（
一
三
五
頁
）、「
一
人
は
柱
に
す
こ
し
ゐ
隠
れ
て
、
琵
琶

ば
ち

あ
か

あ
ふ
ぎ

を
前
に
置
き
て
、
撥
を
手
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
つ
ゐ
た
る
に
、
雲
隠
れ
た
り
つ
る
月
の
に
は
か
に
い
と
明
く
さ
し
出
で
た
れ
ば
、「
扇
な
ら

で
、
こ
れ
し
て
も
月
は
ま
ね
き
つ
べ
か
り
け
り
」
と
て
、
さ
し
の
ぞ
き
た
る
顔
、
い
み
じ
く
ら
う
た
げ
に
に
ほ
ひ
や
か
な
る
べ
し
。
添
ひ

ふ

こ
と

ば
ち

こ
と

臥
し
た
る
人
は
、
琴
の
上
に
か
た
ぶ
き
か
か
り
て
、「
入
る
日
を
か
へ
す
撥
こ
そ
あ
り
け
れ
、
さ
ま
異
に
も
思
ひ
お
よ
び
た
ま
ふ
御
心
か

お
も

な
」
と
て
、
う
ち
笑
ひ
た
る
け
は
ひ
、
い
ま
す
こ
し
重
り
か
に
よ
し
づ
き
た
り
」（
一
三
九
頁
）。

８
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
は
異
同
な
し
。

（
袖
カ
）

『
龍
野
』
は
結
句
が
「
神
そ
ぬ
れ
ぬ
る
」。
宇
治
の
橋
姫
に
、
姫
君
の
心
情
を
重
ね
た
歌
。「「
橋
姫
」
は
大
君
を
た
と
え
る
」（『
源
氏
物
語
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大
辞
典
』「
橋
姫
」
項
）。
橋
姫
に
つ
い
て
は
注
２
参
照
。

９
「
此
か
た
、
す
わ
い
も
の
を
生
、
大
葉
も
の
を
身
木
と
し
て
生
る
也
」

（『
龍
野
』）。「
ず
わ
い
」
は
「
ズ
ハ
エ
」
と
も
言
い
、「
木
の
枝
や
幹
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
細
く
長
く
伸
び
た
若
い
小
枝
」（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）。
ま
た
、
特
に
「
梅
の
若
枝
の
こ
と
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
元
禄
期
の
正
統
派
立
華
伝
書
で
あ
る
『
立
華
極
秘
口
伝

（
マ
マ
）

抄
』
に
は
、「
梅
の
し
わ
い
の
真
ハ

上
へ

長
く
指
者
也
（
中
略
）
上
へ
長
く
弐
本
ニ
て

も
三
本
ニ
て

も
高
く
つ
か
ふ
」
と
見
え
る
。
大
葉
と
は

「
立
華
の
道
具
の
一
つ
で
、
正
真
の
下
か
ら
胴
作
に
か
け
て
も
ち
い
ら
れ
る
大
き
な
葉
の
こ
と
。（
中
略
）
花
材
は
枇
杷
の
葉
が
一
般
的
だ

ほ
お

ぎ
ぼ
う
し

が
、
柏
、
朴
な
ど
の
葉
も
も
ち
い
ら
れ
る
。
草
物
の
立
華
で
は
、
紫
苑
・
葱
花
な
ど
が
も
ち
い
ら
れ
る
。（
中
略
）
は
ら
ん
は
広
葉
で
あ

る
が
、
立
華
に
つ
か
わ
な
い
の
が
習
い
で
あ
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
ま
た
「
葉
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
３３
藤
裏
葉
の
巻
の
注

２０
参
照
。

「
す
わ
い
花
あ
る
時
な
ら
は
、
其
木
の
花
を
下
に
応
答
へ
し
。
花
な
き
時
は
、
外
の
花
を
あ
い
し
ら
ふ
」（『
龍
野
』）。

「
大
葉
か
熊
笹
」（『
龍
野
』）。
熊
笹
は
「
チ
マ
キ
ザ
サ
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
な
ど
、
山
地
に
は
え
る
笹
の
俗
称
」、
隈
笹
は
「
イ
ネ
科
ク

マ
ザ
サ
属
の
常
緑
の
竹
。（
中
略
）
冬
、
縁
が
白
色
に
変
わ
る
。（
中
略
）
葉
の
縁
の
白
い
隈
取
り
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
」（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）。「
生
花
の
松
竹
梅
に
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
白
梅
に
隈
笹
の
取
り
合
わ
せ
は
品
が
よ
い
。
盛
花
や
投
入
花
に
は
、
枯
れ

た
葉
を
生
か
し
て
現
代
的
に
扱
っ
た
り
、
松
な
ど
と
取
り
合
わ
せ
て
い
け
る
」（『
い
け
ば
な
花
材
総
事
典
』）
と
あ
る
の
で
、『
龍
野
』
の

「
熊
笹
」
は
隈
笹
か
も
し
れ
な
い
。

「
お
も
と
、
は
れ
ん
、
柏
、
し
お
ん
、
し
や
か
の
内
、
す
わ
へ
、
梅
桃
の
類
也
」（『
龍
野
』）。

万
年
青
、
馬
藺
、
柏
、
紫
苑
、
射
干
は
す
べ
て
大
葉
物
を
指
す
。
万
年
青
は
４０
御
法
の
巻
、
注
６
参
照
。
馬
藺
（
ば
れ
ん
）
は
「
ね
じ
あ

や
め
の
漢
名
」。
ち
な
み
に
葉
蘭
（
は
ら
ん
）
は
「
ユ
リ
科
の
常
緑
多
年
草
」
で
古
名
は
馬
蘭
（
ば
ら
ん
）（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
柏

ク
ア
ア
ン
イ
ハ
ク

ラ
ン

イ
フ

ク
ン
ハ
ウ

は
柏
木
を
表
す
（
３１
真
木
柱
の
巻
の
注
１５
）。
紫
苑
に
つ
い
て
３０
藤
袴
の
巻
の
注
１０
に
は
、「
愚
按
ニ

曰
、
蘭
を
フ
ヂ
ハ
カ
マ
と
云
。
群
芳

フ

イ
ハ
ク

ラ
ン

シ
オ
ン
ク
ハ

譜
ニ

曰
、
蘭
は
ア
ラ
ヽ
ギ
也
。
紫
苑
花
を
フ
ヂ
ハ
カ
マ
と
云
也
。」
と
あ
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
秋
に
、
径
約
三
セ
ン
チ
メ
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ー
ト
ル
の
淡
紫
色
の
頭
花
を
多
数
つ
け
る
。（
中
略
）
お
も
い
ぐ
さ
」
の
紫
苑
と
、
秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
藤
袴
と
は
別
に
扱
う
。
射

干
は
檜
扇
の
漢
名
（
３１
真
木
柱
の
巻
の
注
１２
）
で
、
注
７
に
引
用
し
た
物
語
本
文
中
の
「
扇
」
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
か
。
桃
に
つ
い
て

は
「
大
き
な
枝
を
花
材
と
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
主
と
し
て
若
枝
の
す
な
お
な
枝
振
り
が
こ
の
ま
れ
て
い
た
。（
中
略
）
ウ
メ
と
は

ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
屈
曲
し
た
枝
を
さ
け
て
ま
っ
す
ぐ
な
若
枝
を
つ
か
う
こ
と
が
、
立
華
を
は
じ
め
生
花
一
般
の
習
い
で
あ
っ
た
」（『
い

け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
と
あ
り
、
梅
に
加
え
て
桃
の
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
若
枝
も
、
こ
こ
で
は
「
す
は
え
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
又
、
枯
に
て
も
仕
立
る
也
」（『
龍
野
』）。
槙
は
松
に
似
た
樹
木
で
、
枯
れ
葉
を
用
い
る
手
法
も
あ
っ
た
の
で
、「
槙
」
と
「
枯
」
の
い
ず

れ
が
誤
写
か
判
断
し
が
た
い
。

白
い
花
は
月
に
例
え
ら
れ
る
。
１８
松
風
の
巻
の
注
１７
参
照
。

注
７
参
照
。

黄
鐘
調
と
は

「
雅
楽
六
調
子
の
一
つ
。
黄
鐘
の
音
（
イ
音
）
を
主
音
、
す
な
わ
ち
宮
音
と
す
る
旋
法
。
お
う
し
き
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。『
源
氏
流

極
秘
奥
儀
抄
』
の
本
文
で
は
黄
鐘
調
に
整
え
た
の
は
「
笙
の
琴
」
に
な
る
が
、
そ
の
引
用
元
で
あ
る
『
小
鏡
』
も
物
語
本
文
も
琵
琶
で
あ

わ
う
し
き
て（
マ
マ
）

（
箏
）

る
。「
黄
鐘
調
に
し
ら
へ
て
、
ひ
き
す
さ
ひ
た
る
ば
ち
を
と
、
た
え
�
�
に
聞
ゆ
。
し
や
う
の
こ
と
、
い
と
ね
た
く
、
お
も
し
ろ
く
て
、

ま
つ

む
ま

き
ゝ

み
や

ひ
め
き
み

川
な
み
の
ひ
ゝ
き
、
松
の
風
、
お
り
に
あ
ひ
た
る
心
ち
し
て
、
馬
ひ
き
と
め
て
聞
給
へ
は
、
此
宮
に
姫
君
た
ち
の
あ
そ
ひ
給
ふ
な
る
へ

し
」（『
小
鏡
』）。「
琵
琶
の
声
の
響
き
な
り
け
り
。
黄
鐘
鐘
に
調
べ
て
、
世
の
常
の
掻
き
合
は
せ
な
れ
ど
、
所
か
ら
に
や
耳
馴
れ
ぬ
心
地

し
て
、
掻
き
か
へ
す
撥
の
音
も
、
も
の
き
よ
げ
に
お
も
し
ろ
し
。
箏
の
琴
、
あ
は
れ
に
な
ま
め
い
た
る
声
し
て
、
絶
え
絶
え
聞
こ
ゆ
」

（
一
三
七
頁
）。「
川
な
み
の
ひ
ゝ
き
、
松
の
風
」
は
『
小
鏡
』
の
引
用
で
、
物
語
本
文
で
は
「
い
と
荒
ま
し
き
水
の
音
、
波
の
響
き
に
、

も
の
忘
れ
う
ち
し
、
夜
な
ど
心
と
け
て
夢
を
だ
に
見
る
べ
き
ほ
ど
も
な
げ
に
、
す
ご
く
吹
き
は
ら
ひ
た
り
」（
一
三
二
頁
）
と
い
う
、
薫

が
宇
治
を
初
め
て
訪
れ
た
際
の
描
写
で
あ
る
。
な
お
１
桐
壺
の
巻
の
注
１６
に
あ
る
よ
う
に
、
松
の
風
は
琴
の
音
色
に
例
え
ら
れ
、
桐
壺
以

後
の
巻
で
も
度
々
用
い
ら
れ
て
い
る
。

葉
蘭
に
は
葉
に
模
様
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
河
波
に
た
と
え
る
。
ち
な
み
に
７
紅
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葉
賀
の
巻
の
注
１８
で
は
、
葉
蘭
を
青
海
波
に
た
と
え
る
。

注
１６
の
「
松
の
風
」
を
松
で
表
現
し
、
太
藺
を
笙
の
形
状
に
た
と
え
る
。

み
つ
も
と

な
お
太
藺
に
つ
い
て
は
１１
花
散
里
の
巻
の
注
１４
参
照
。

マ
メ
科
の
野
草
。
ま
た
、
狼
牙
（
三
本
草
「
バ
ラ
科
の
多
年
草
。
各
地
の
山

野
に
生
え
る
」『
日
本
国
語
大
事
典
』）
の
古
称
。「
狼
牙
和
名
古
末
豆
奈
木
」（『
倭
名
類
聚
抄
』）。
注
１６
の
「
馬
ひ
き
と
め
て
」
を
表
現
す
る
。

（
浦
野
洋
紀
）

シ
イ
カ
モ
ト

四
十
六

椎
本

１

ホ
ト
チ
カ

２

ウ

ヂ

マ
イ
リ

モ
ノ

ヲ
ン
コ
ヽ

う
ば
そ
く
か
く
れ
給
は
ん
程
近
く
な
り
て
、
か
を
る
れ
い
の
宇
治
に
参
給
ふ
に
、

３ミヤ宮
い
つ
よ
り
も
物
あ
は
れ
な
る
御
心
ち
し
て
、
れ
い
の

シ

キ

コ
ネ
ン
フ
ツ

ヤ
マ

イ
リ
タ
マ

ヤ
マ

ナ
ヲ
タ
ツ
ネ
キ

四
季
の
御
念
仏
に
山
へ
入
給
は
ん
と
に
や
、

４アキ秋
の
け
し
き
、
を
と
は
山
も
い
ろ
つ
き
て
猶
尋
来
に
け
り
な
と
、
な
か
め
て
お
は
し
た
る

タ
マ

コ
ト

ヒ
メ
キ
ミ

カ
ス
�
�

ナ
リ
タ
マ

マ
キ
ナ
リ

に
、

５ミヤ宮
は
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
て
、
な
か
ら
む
あ
と
の
事
、
姫
君
な
と
の
事
ま
て
数
々
申
を
き
て
、
む
な
し
く
成
給
ひ
し
巻
也
。

タ
ノ

シ
ヰ

モ
ト

ト
コ

６タチ立
よ
ら
ん
か
げ
と
頼
み
し
椎
か
本
む
な
し
き
床
に
な
り
に
け
る
哉

シ
ヰ

モ
ト

椎
か
本

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

カ
タ

ミ
キ

イ
キ
キ

イ
キ
ヽ

ク
サ

ク
サ

ヒ
モ
ノ

ソ
ヘ

イ
ク

シ
タ

サ
ウ
ク
ハ

御
伝
ニ

曰
、

７コノ此
形
、
幹
は
生
木
な
ら
は
生
木
、
生
草
な
れ
は
草
と
し
て
、
そ
れ
に
か
れ
物
か
干
物
か
添
て
活
る
也
。

８ソノ其
下
に
草
花
を
あ
し

ヤ
ウ

ハ
ナ

コ
ヽ
ロ
ウ

ア
キ

ら
ふ
へ
し
。

９ムシ無
常
の
花
と
心
得
へ
し
。
コ
ロ頃
は
秋
也
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

キ

コ
ネ
ン
フ
ツ

ヤ
マ

ハ
ナ

ム
シ
ナ
イ
ク

ロ
ク
ジ

メ
ウ
ガ
ウ

オ
キ
ナ
ク
サ

ハ
ク
ト
ウ
ワ
ウ

愚
按
ニ

曰
、
シ四
季
の
御
念
仏
に
山
へ
入
給
は
ん
と
に
や
な
ど
有
。
ク
サ草
花
を
六
種
活
る
事
、
六
字
ノ

名
号
に
た
と
ふ
。
又
、
翁
草
草
也

、
白
頭
翁

ク
サ

チ
キ

コ
ト

マ
キ

コ
ロ

と
い
ふ
草
も
よ
し
。「
オ
イ老
と
け
は
か
な
ら
す
お
な
し
い
ほ
り
に
」
な
と
、
契
り
給
ひ
し
事
あ
り
。
コ
ノ此
巻
、
二
月
は
つ
か
頃
よ
り
の
事
也
。

ウ
メ

イ
ク

ア
リ

マ
イ

コ
ノ
マ
キ

ハ
シ
マ

ハ
ツ
セ

ウ
メ

ユ
カ
リ

ハ
ナ

シ
ヰ

モ
ト
ク
ハ
ン
チ
ウ

マ
タ又
、
梅
を
活
る
も
な
ら
ひ
有
。
ハ
ツ
セ

初
瀬
参
り
も
あ
ま
た
あ
り
。
此
巻
よ
り
始
る
。
さ
て
、
初
瀬
に
梅
は
縁
あ
る
花
也
。
コ
レ是
、
椎
か
本
巻
中

イ

ミ
シ
ン
チ
ヤ
ウ

の
意
味
深
長
な
る
こ
と
し
る
へ
し
。

四
十
六

椎
本
（
吊
）
女
三
の
み
や
。
生
木
、
生
草
ニ
、
枯
物
カ
干
物
ヲ
添
エ
ル
。
翁
草
（
菊
）、
梅
。
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【
訳
】
優
婆
塞
の
宮
（
八
の
宮
）
の
亡
く
な
ら
れ
る
時
が
近
く
な
っ
て
、
薫
が
い
つ
も
の
よ
う
に
宇
治
に
参
上
な
さ
る
と
、
八
の
宮
は
ふ

だ
ん
よ
り
し
み
じ
み
と
し
た
お
気
持
ち
に
な
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
四
季
の
ご
念
仏
の
修
行
を
勤
め
に
山
寺
へ
入
り
な
さ
ろ
う
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
秋
の
様
子
、
音
羽
山
も
（
紅
葉
し
）
色
づ
い
て
い
る
の
を
、
や
は
り
（
こ
の
宇
治
ま
で
人
は
来
な
い
が
秋
は
）
訪

ね
て
来
た
の
だ
な
あ
と
、
ぼ
ん
や
り
と
見
て
お
ら
れ
る
と
き
、
八
の
宮
は
（
薫
の
来
訪
を
）
待
ち
喜
び
な
さ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
後
の
こ

と
や
姫
君
な
ど
の
こ
と
ま
で
多
く
の
こ
と
を
申
し
て
お
か
れ
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
巻
で
あ
る
。

身
を
寄
せ
る
陰
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
た
椎
の
木
の
根
も
と
の
よ
う
な
（
存
在
で
あ
っ
た
）
八
の
宮
が
亡
く
な
り
、（
宮
の
）
部
屋

は
虚
し
い
床
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
で
は
中
心
は
生
木
な
ら
ば
生
木
、
生
草
な
ら
ば
生
草
と
し
て
、
そ
れ
に
枯
れ
た
物
か
干
か
ら
び
た
物
か
を
添

え
て
活
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
下
に
草
花
を
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。
無
常
の
花
と
心
得
よ
。
時
節
は
秋
で
あ
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、「
四
季
の
ご
念
仏
の
行
を
勤
め
に
山
へ
入
り
な
さ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
な
ど
と
（
書
い
て
）
あ
る
。
草

花
を
六
種
類
活
け
る
こ
と
は
、
六
字
の
名
号
に
喩
え
る
。
ま
た
、
翁
草
草
で
あ
る
、
白
頭
翁
と
い
う
草
も
よ
い
。（
薫
は
八
の
宮
に
）「
老

い
て
（
出
家
を
）
成
し
遂
げ
た
な
ら
ば
必
ず
同
じ
庵
で
（
仏
道
修
行
に
励
も
う
）」
な
ど
と
、
約
束
な
さ
っ
た
こ
と
が
（
書
い
て
）
あ

る
。
こ
の
巻
（
の
内
容
）
は
、
二
月
二
十
日
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
梅
を
活
け
る
の
も
慣
習
で
あ
る
。
初
瀬
詣
も
多
く
（
書

い
て
）
あ
る
。（
宇
治
十
帖
に
お
い
て
、
初
瀬
詣
の
描
写
は
）
こ
の
巻
か
ら
始
ま
る
。
と
こ
ろ
で
、
初
瀬
に
梅
は
縁
の
あ
る
花
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
椎
本
の
巻
に
お
け
る
意
味
深
長
な
点
で
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
よ
。

ち
か

【
注
】
１
「
此
う
は
そ
く
、
か
く
れ
給
は
ん
程
近
く
な
り
て
」（『
小
鏡
』）。「
う
ば
そ
く
」（
優
婆
塞
）
は
、
桐
壺
帝
第
八
皇
子
で
あ
る
八

う

ち

の
宮
を
指
す
。
４５
橋
姫
の
巻
、
注
２
参
照
。

２
「
か
ほ
る
、
れ
い
の
宇
治
へ
ま
う
て
給
ふ
に
」（『
小
鏡
』）。

３
「
宮
い
つ
よ
り
も
物

『
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ね
ん
ふ
つ

あ
は
れ
な
る
御
心
ち
し
て
、
れ
い
の
四
き
の
御
念
仏
に
山
へ
入
給
は
ん
と
に
や
」（『
小
鏡
』）。「
も
の
し
つ
か
な
る
山
寺
に
こ
も
り
念
仏

し
て
」（『
龍
野
』）。
物
語
に
は
「
四
季
の
御
念
仏
」
と
い
う
言
葉
は
見
当
ら
な
い
が
、
４５
橋
姫
の
巻
に
「（
八
の
宮
は
）
秋
の
末
つ
方
、

四
季
に
あ
て
て
し
た
ま
ふ
御
念
仏
を
、
こ
の
川
面
は
網
代
の
波
も
こ
の
ご
ろ
は
い
と
ど
耳
か
し
が
ま
し
く
静
か
な
ら
ぬ
を
と
て
、
か
の
阿

闍
梨
の
住
む
寺
の
堂
に
移
ろ
ひ
た
ま
ひ
て
、
七
日
の
ほ
ど
行
ひ
た
ま
ふ
」（
一
三
五
頁
）
と
あ
り
、
頭
注
に
「
四
季
ご
と
に
七
日
ず
つ
行

う
念
仏
会
。
僧
に
阿
弥
陀
経
を
読
ま
せ
念
仏
を
さ
せ
る
」
と
あ
る
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

４
「
か
ほ
る
も
都
へ
は
、
い
ま
た
入

（
た
ゝ
ぬ
カ
）
あ
き

（
音
羽
）

い
ろ
つ
き

な
を

た
ら
ぬ
秋
の
け
し
き
、
を
と
は
の
山
も
色
付
て
、
猶
た
つ
ね
き
に
け
り
な
と
、
な
か
め
て
お
は
し
た
る
に
」（『
小
鏡
』）。
物
語
に
は
「
都

に
は
ま
だ
入
り
た
た
ぬ
秋
の
け
し
き
を
、
音
羽
の
山
近
く
、
風
の
音
も
い
と
冷
や
か
に
、
槙
の
山
辺
も
わ
づ
か
に
色
づ
き
て
、
な
ほ
、
た

づ
ね
来
た
る
に
、
を
か
し
う
め
づ
ら
し
う
お
ぼ
ゆ
る
」（
一
七
九
頁
）
と
あ
り
、
七
月
に
宇
治
を
訪
れ
た
薫
が
秋
の
気
配
を
感
じ
て
い
る
。

み
や

一
方
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
で
は
「
宮
い
つ
よ
り
も
」
の
続
き
で
、
宮
が
感
じ
た
こ
と
に
な
る
。

５
「
宮
は
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ

ひ
め
き
み

か
す
�
�

た
い
め
ん

な
り

て
、
な
か
ら
む
あ
と
の
事
、
姫
君
な
と
の
事
、
数
々
申
を
き
給
ひ
て
、
そ
の
ま
ゝ
対
面
も
な
く
て
、
む
な
し
く
成
給
ひ
し
事
、
あ
か
す
か

な
し
き
」（『
小
鏡
』）。「
し
ゐ
か
元
の
巻
は
、
宇
治
の
宮
、
か
ほ
る
大
将
に
、
な
か
ら
ん
あ
と
を
た
の
み
お
き
た
ま
ひ
（
中
略
）
む
な
し

く
な
り
た
ま
ひ
た
る
事
、
書
た
る
に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）。

６
巻
名
歌
。『
小
鏡
』
は
同
文
。『
龍
野
』
は
初
句
が
「
立
ち
よ

（
マ
マ
）

ら
ぬ
」。
薫
が
頼
り
に
し
て
い
た
八
の
宮
に
先
立
た
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
生
前
の
八
の
宮
が
勤
行
し
た
部
屋
が
既
に
ほ
と
ん
ど
面
影
を
残

し
て
い
な
い
こ
と
を
受
け
、
八
の
宮
を
偲
ぶ
気
持
ち
を
詠
ん
だ
薫
の
和
歌
。

７
「
此
か
た
、
身
木
は
生
木
な
ら
は
生
木
、
生
草
な
れ
は

（
枯
れ
）

イ
キ
キ

ク
サ

ヒ
モ
ノ

生
草
に
し
て
、
そ
れ
へ
、
か
れ
物
か
干
物
か
を
添
て
生
る
な
り
」（『
龍
野
』）。「
生
木
」「
生
草
」
は
薫
、「
か
れ
物
」「
干
物
」
は
亡
き
八

の
宮
の
比
喩
か
。
ち
な
み
に
枯
れ
葉
は
、「
祝
言
性
の
強
い
席
に
は
使
用
し
な
い
し
、
一
般
的
に
も
こ
の
ん
で
使
用
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
蓮
の
立
華
の
よ
う
に
過
去
・
現
在
・
未
来
（
前
世
・
現
世
・
来
世
）
の
三
世
を
一
瓶
の
中
に
表
現
す
る
も
の
は
朽
ち
葉
と
称
し
て
使
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サ
ウ
ク
ハ

用
す
る
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）。
４１
幻
の
巻
、
注
１４
１５
参
照
。

８
「
其
下
に
、
草
花
を
応
答
ス
べ
し
」（『
龍
野
』）。「
草
花
」

ム
シ
ヤ
ウ

は
大
君
・
中
君
に
見
立
て
た
か
。「
あ
し
ら
」
い
に
つ
い
て
は
４２
匂
宮
の
巻
、
注
８
参
照
。

９
「
無
常
花
な
り
」（『
龍
野
』）。「
無
常
の

ハ
ナ

み
や

花
」
す
な
わ
ち
咲
い
て
散
る
花
材
を
用
い
、
松
な
ど
常
緑
の
花
材
を
避
け
る
の
は
八
の
宮
の
死
去
を
表
す
か
ら
。

「
宮
か
く
れ
給
ふ

あ
き

事
は
、
秋
な
り
」（『
小
鏡
』）。
八
の
宮
の
死
去
は
「
八
月
二
十
日
の
ほ
ど
」（
一
八
八
頁
）
で
、
旧
暦
七
〜
九
月
は
秋
。

注
３
参
照
。

ロ
ク
ジ

メ
ウ
ガ
ウ

「
六
字
ノ

名
号
」
と
は
「
南
無
阿
彌
陀
仏
」
の
六
字
を
指
す
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
六
種
類
の
草
花
を
活
け
、
一
種
ず
つ
一
字
に
喩

オ
キ
ナ
ク
サ

え
る
。
こ
れ
も
仏
道
に
励
ん
だ
八
の
宮
の
死
に
関
わ
る
。

「
翁
草
」
は
、「
四
、
五
月
ご
ろ
、
葉
の
中
心
か
ら
高
さ
一
〇
〜
四
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
花
茎
を
伸
ば
し
、
先
端
に
内
面
が
暗
赤
色
、
外
面
に
絹
毛
を
密
生
し
た
六
弁
の
花
を
開
く
。
花
後
、
雌
し
べ
は
長

ハ
ク
ト
ウ
ワ
ウ

オ
キ
ナ
ク
サ

く
尾
状
に
伸
び
、
密
に
生
え
た
羽
毛
と
と
も
に
老
人
の
銀
髪
を
思
わ
せ
る
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。「
白
頭
翁
」
は
「
翁
草
」
の
漢
名

ロ
ク
ジ

メ
ウ
ガ
ウ

（
白
頭
公
と
も
い
う
）。
六
弁
の
花
は
「
六
字
ノ

名
号
」
に
、
ま
た
「
老
人
の
銀
髪
を
思
わ
せ
る
」「
雌
し
べ
」
は
老
い
た
八
の
宮
（
六
十
歳

オ
キ
ナ
ク
サ

わ
れ

お
い

前
後
）
の
面
影
に
重
な
る
。「
翁
草
」
に
つ
い
て
は
注
２２
も
参
照
。

「「
我
も
老
と
け
は
、
か
な
ら
す
お
な
し
い
ほ
り
に
」
な
と
、
ち

ま
き

き
り
給
ひ
し
事
お
も
ひ
出
て
」（『
小
鏡
』）。
注
６
参
照
。

「
此
巻
の
二
月
廿
日
こ
ろ
な
る
へ
し
」（『
小
鏡
』）。『
源
氏
物
語
』
椎
本

ウ
メ

の
巻
頭
は
「
二
月
の
二
十
日
の
ほ
ど
に
、
兵
部
卿
の
宮
初
瀬
に
詣
で
た
ま
ふ
」（
一
六
九
頁
）。

「
梅
」
は
「
正
月
か
ら
早
春
に
か
け

う

ち

て
の
伝
統
的
な
花
材
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
で
、
当
巻
が
二
月
よ
り
始
ま
る
こ
と
を
受
け
る
。

「「
宇
治
の
中
や
と
り
」
と

て
う

こ
れ

（
宿
）

ま
き

は
、
十
帖
の
中
に
あ
ま
た
所
あ
る
か
、
是
よ
り
は
し
ま
り
て
、
中
や
と
は
み
ゆ
。「
は
つ
せ
参
り
」
も
、
あ
ま
た
あ
り
。
此
巻
よ
り
は
し

ハ
ツ
セ
マ
イ

ま
る
」（『
小
鏡
』）。「
初
瀬
参
り
」（
初
瀬
詣
）
は
、「
大
和
国
（
奈
良
県
）
初
瀬
の
長
谷
観
音
に
参
詣
す
る
こ
と
」（『
日
本
国
語
大
辞

典
』）。
長
谷
寺
の
本
尊
・
十
一
面
観
音
像
は
そ
の
霊
験
あ
ら
た
か
さ
か
ら
信
仰
を
集
め
、
平
安
時
代
に
は
貴
族
に
よ
る
初
瀬
詣
が
隆
盛
し

た
。
宇
治
十
帖
で
は
数
多
く
の
初
瀬
詣
が
描
写
さ
れ
る
が
、
そ
の
皮
切
り
が
当
巻
で
あ
る
。

初
瀬
と
梅
を
取
り
合
わ
せ
た
例
と
し
て

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
六
）
３９
夕
霧
〜
４６
椎
本

― ６８ ―



は
、
紀
貫
之
の
和
歌
「
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
か
に
に
ほ
ひ
け
る
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・
春
歌
上
・
四
二
）

の
詞
書
に
、「
初
瀬
に
ま
う
づ
る
ご
と
に
宿
り
け
る
人
の
家
に
久
し
く
宿
ら
で
、
ほ
ど
へ
て
の
ち
に
至
れ
り
け
れ
ば
、
か
の
家
の
あ
る
じ

「
か
く
さ
だ
か
に
な
む
宿
り
は
あ
る
」
と
言
ひ
い
だ
し
て
侍
り
け
れ
ば
、
そ
こ
に
立
て
り
け
る
梅
の
花
を
折
り
て
よ
め
る
」
と
あ
る
。

注
１７
の
内
容
を
受
け
、
宇
治
十
帖
の
物
語
展
開
に
お
い
て
当
巻
の
重
要
な
役
割
を
示
す
。

「
吊
」
は
４１
幻
の
巻
、
注
１２
参
照
。

「
椎
本

女
三
の
み
や
」（『
龍
野
』）。
当
巻
に
登
場
す
る
女
三
の
宮
は
薫
の
母
。

「
翁
草
」
は
菊
の
異
名
で
も
あ
る
（『
日
本
国

語
大
辞
典
』）。
菊
は
「
秋
を
代
表
す
る
伝
統
的
な
花
材
と
し
て
古
典
の
立
華
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
使
用
度
の
も
っ
と
も
高
い
も
の
で

あ
っ
た
」（『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』）
の
で
、
八
の
宮
が
亡
く
な
っ
た
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（
髙
山
卓
）

― ６９ ―

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
六
）
３９
夕
霧
〜
４６
椎
本
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